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l
、
片
仮
名
交
り
文
使
用
の
基
盤

（1）

片
仮
多
父
り
文
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
春
日
政
治
博
士
の
高
説
が
あ
り
、
著
名
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
既
に
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
に
お

い
て
、
注
解
を
傍
記
し
た
り
、
或
い
は
本
文
の
訓
法
を
本
文
に
離
れ
て
別
に
書
い
た
り
し
た
も
の
に
片
仮
多
父
り
文
の
古
例
が
見
ら
れ
る
と
し
、

西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
や
飯
室
切
金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
古
点
の
例
が
挙
げ
ら
れ
、
又
、
独
立
し
た
文
献
の
古
例
と
し
て
、
東
大
寺
諷

諦
文
稿
を
指
摘
せ
ら
れ
、
未
だ
甚
だ
不
整
理
な
初
期
の
も
の
と
さ
れ
た
。
更
に
、
片
仮
名
交
り
文
と
い
う
文
体
は
、
常
に
漢
文
に
親
し
み
漢
字
を

多
用
す
る
僧
侶
・
儒
家
が
、
漢
文
を
和
読
す
る
た
め
に
施
し
た
訓
点
に
発
生
さ
せ
た
片
仮
名
を
用
い
、
そ
の
施
訓
の
手
法
を
そ
の
ま
ま
取
り
来
っ

て
、
自
作
の
文
に
書
始
め
た
も
の
と
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
訓
点
資
料
の
中
に
見
ら
れ
る
例
に
は
他
に
も
大
乗
掌
珍
論
承
和
嘉
祥
点
や
観
弥
動
上

石
山
寺
蔵
の
片
仮
名
交
り
文
の
諸
資
料
に
つ
い
て

五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

六

生
兜
率
天
経
費
古
点
が
あ
り
、
独
立
し
た
文
献
と
し
て
は
他
に
も
七
喩
三
平
等
十
天
上
義
が
あ
る
。

片
仮
名
父
り
文
は
、
こ
の
よ
う
に
平
安
初
期
に
そ
の
起
源
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
見
た
後
、
院
政
期
に
入
る
と
、
打
開
策
（
長
承
三
年
＜
二
三

四
＞
頃
書
写
）
や
金
沢
文
庫
本
仏
教
説
話
集
（
保
延
七
年
八
二
四
一
）
書
写
）
な
ど
の
独
立
し
た
文
献
で
、
か
つ
仏
教
説
話
集
と
い
う
、
訓
読
の
注
解

や
表
白
・
願
文
な
ど
と
は
別
の
、
当
代
の
新
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
群
を
表
記
し
た
も
の
を
始
と
し
て
、
片
仮
名
交
り
に
よ
る
多
く
の
文
献
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
間
に
お
け
る
経
過
、
即
ち
平
安
中
期
と
平
安
後
期
と
の
実
態
及
び
推
移
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
な
る
と
必
ず
し

も
許
か
で
は
な
い
。
又
、
片
仮
名
父
り
文
が
、
院
政
期
に
新
ジ
ャ
ン
ル
の
表
記
に
採
用
さ
れ
次
欝
に
盛
行
す
る
と
い
っ
一
て
も
、
院
政
期
と
い
う
時

代
全
体
に
お
け
る
、
片
仮
垂
父
り
文
の
使
用
の
全
体
像
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
、
現
段
階
で
は
未
詳
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
院
政
期
に
お
け
る
片
仮
名
父
り
文
に
つ
い
て
の
知
見
は
、
偶
々
発
見
さ
れ
た
幾
ら
か
の
文
献
、
主
に
仏
教
説
話
集
に
基
い
て
、
何
ほ
ど

か
の
も
の
を
得
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

近
江
の
石
山
寺
経
蔵
の
古
典
籍
・
古
文
書
の
調
査
は
、
昭
和
四
十
六
年
以
来
十
箇
年
間
を
費
し
、
二
十
数
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
そ
の
大
要
が

（2）

判
明
し
て
来
た
。
即
ち
、
石
山
寺
一
切
経
約
四
千
六
百
巻
と
淳
祐
内
供
筆
聖
教
（
薫
聖
教
）
・
重
書
類
並
び
に
校
倉
経
蔵
に
収
納
さ
れ
て
い
た
聖
教

（3）

三
十
合
は
全
文
献
の
調
査
を
完
了
し
、
現
在
は
深
密
蔵
聖
教
百
余
画
の
整
理
調
査
を
継
続
実
施
中
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
多
量
の
古
典
籍
の
書
写
の

時
代
は
、
奈
良
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
中
で
も
、
平
安
中
期
（
十
世
紀
）
と
平
安
後
期
（
十
一
世
紀
）
と
の
書
写
本
を
、
他
寺

（4）

経
蔵
本
に
比
べ
て
、
多
く
現
存
し
て
い
る
。
平
安
中
期
の
訓
点
本
だ
け
で
も
八
十
点
余
が
数
え
ら
れ
、
同
期
の
本
邦
に
現
存
し
今
日
知
ら
れ
る
訓

点
本
の
半
数
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
古
典
籍
の
現
存
状
況
か
ら
見
て
、
石
山
寺
経
蔵
本
は
、
片
仮
垂
父
り
文
の
平
安
中
期
・
後
期
に
お
け
る
推
移
を
考
え
る
の
に
、
先

ず
顧
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
院
政
期
及
び
鎌
倉
時
代
以
降
に
お
け
る
片
仮
名
交
り
文
を
も
多
く
現
存
し
て

い
る
か
ら
、
当
時
の
片
仮
名
交
り
文
の
使
用
実
態
を
知
る
上
で
も
有
益
で
あ
る
。
本
稿
が
、
中
世
の
片
仮
垂
父
り
文
を
考
察
す
る
に
当
り
、
先
ず

石
山
寺
経
蔵
本
を
取
上
げ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。



石
山
寺
蔵
の
仮
名
文
と
い
え
ば
、
先
ず
、
平
安
中
期
の
平
仮
名
の
諸
文
献
が
頭
に
浮
ん
で
来
る
。
平
仮
名
消
息
の
古
例
と
し
て
著
名
な
虚
空
蔵

菩
薩
念
詞
次
第
紙
背
仮
名
消
息
は
、
同
級
の
漢
文
消
息
が
、
康
保
三
年
（
九
六
六
）
の
三
月
五
日
散
位
藤
原
「
公
忠
」
〈
皐
、
三
月
十
七
日
邦
鏡

の
年
紀
を
持
ち
、
池
上
御
房
、
即
ち
寛
忠
（
淳
柘
の
後
、
第
四
世
石
山
寺
座
主
。
寛
空
の
資
）
に
宛
て
た
書
状
で
あ
り
、
仮
名
書
状
も
寛
忠
宛
と
推
定

さ
れ
る
も
の
が
あ
る
か
ら
、
淳
祐
の
資
の
石
山
寺
僧
、
寛
忠
と
そ
の
周
辺
の
文
字
生
活
を
窺
わ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
石
山
寺
蔵
の
虚
空

（5）

蔵
菩
薩
求
聞
持
法
平
安
中
期
角
筆
点
は
、
当
時
の
平
仮
名
を
用
い
た
訓
点
で
あ
る
。
そ
の
紙
背
に
応
和
二
年
（
九
六
二
）
の
五
月
か
ら
八
月
に
か

け
て
の
数
通
の
文
書
が
あ
り
、
そ
こ
に
淳
祐
の
資
で
石
山
寺
僧
の
長
教
（
石
山
住
僧
真
頬
の
弟
子
で
も
あ
り
、
又
、
寛
忠
と
は
兄
弟
弟
子
で
あ
る
）
の
自

署
が
あ
る
か
ら
、
求
聞
持
法
の
書
写
・
加
点
者
も
石
山
寺
に
ゆ
か
り
の
者
で
あ
る
。
更
に
、
石
山
寺
蔵
沙
弥
十
戒
威
儀
経
平
安
中
期
角
筆
点
も
、

（6）

平
仮
名
を
主
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
所
用
ヲ
コ
ト
点
が
乙
点
図
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
石
山
寺
に
ゆ
か
り
の
者
の
手
に
な
る
ら
し
い
。

こ
れ
ら
の
二
文
献
が
訓
点
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
片
仮
名
で
な
く
、
平
仮
名
を
用
い
た
の
は
角
筆
使
用
と
関
係
が
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
如
上
の
三
文

献
に
よ
っ
て
、
平
安
中
期
に
お
け
る
石
山
寺
及
び
そ
の
周
辺
の
平
仮
名
使
用
の
状
況
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

平
仮
名
を
こ
の
よ
う
に
用
い
る
こ
と
は
、
一
方
に
こ
れ
と
異
体
系
と
し
て
の
片
仮
名
を
自
覚
し
て
い
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
進
ん
で
、
片
仮
名
に

よ
る
文
章
体
が
用
い
ら
れ
て
い
て
も
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
資
料
で
見
る
限
り
、
平
安
中
期
に
は
、
彼
の
平
安
初
期
の
片
仮
名

交
り
文
に
連
続
す
る
よ
う
な
文
献
は
極
め
て
少
な
い
。
た
と
え
ば
聖
教
十
五
函
讐
三
字
頂
輪
王
密
法
一
帖
は
平
安
中
期
（
天
暦
頃
）
書
写
で
本

文
中
に
次
の
よ
う
な
万
葉
仮
名
の
記
事
を
含
ん
で
い
る
。

カ

ラ

（

タ

チ

）

可

披

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

ヲ

タ

チ

　

　

　

カ

ハ

〇
枚
　
実
皮
牟
支
佐
祢
須
天
く
和
太
平
安
良
比
之
保
利
天
用
也
（
祝
（
ノ
）
実
（
ハ
）
皮
ム
キ
サ
ネ
ス
テ
、
ワ
タ
ヲ
ア
ラ
ヒ
シ
ホ
リ
テ
用
（
ヰ
ル
）

也
）
　
（
万
葉
仮
名
は
草
書
体
を
用
い
る
）

（

イ

モ

ス

メ

イ

カ

カ

メ

イ

）

〇
三
狐
名
者
声
毛
頁
女
声
何
可
女
声
巳
上
狐
名
虚
実
不
知
也

力

ヽ

ヘ

ヨ

〇
二
頭
指
売
名
拇
中
節
上
置
以
二
中
指
景
二
元
名
指
頭
同
合
延
外
（
「
可
ミ
へ
与
」
は
草
体
）

○
檀
戒
恵
方
禅
智
如
先
進
力
直
立
頑
相
柱
忍
頭
波
進
力
背
交
踵
（
「
汲
」
は
草
体
）

石
山
寺
蔵
の
片
仮
名
交
り
文
の
諸
資
料
に
つ
い
て

七
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語
序
も
日
本
語
の
語
序
に
従
っ
た
も
の
が
あ
る
。
又
、
聖
教
十
四
函
3
号
十
八
契
印
法
一
帖
は
平
安
中
期
（
十
世
紀
後
半
）
　
の
書
写
で
そ
の
見
返

に
当
時
の
筆
で
、

○
待
時
は
為
左
方
腋
下
将
治

ト
ス

○
十
指
之
爪
皆
穏
以
印
指
止
須
（
「
止
須
」
は
草
体
）

と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
万
葉
仮
名
の
草
体
を
交
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
聖
教
十
五
函
5
1
号
一
字
儀
軌
一
帖
の
平
安
中
期
写
本
は
、

○
我
五
鉢
五
道
与
又
五
部
与
六
根
六
道
与
又
六
天
与
（
「
与
」
は
並
列
助
詞
ト
を
示
す
）

の
万
葉
仮
名
宣
命
体
と
他
に
、

○
其
方
招
三
遍
必
釆
レ
天
聞
三
唄
亦
三
関
又
去
ヌ

の
よ
う
な
片
仮
垂
父
り
文
と
見
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
石
山
寺
現
蔵
の
平
安
中
期
の
片
仮
名
交
り
文
で
管
見
に
入
っ
た
の
は
僅
か
に
こ
の
例
程
度

で
あ
り
、
大
方
は
万
葉
仮
名
（
草
体
）
　
で
あ
る
。
し
か
し
石
山
内
供
淳
祐
は
自
筆
聖
教
（
薫
聖
教
）
の
中
に
、
金
剛
頂
大
数
王
経
疏
算
一
（
平
安
中
期
写
）

一
巻
の
漢
文
の
本
文
中
に
「
晩
底
遮
那
」
を
片
仮
名
で
「
ヒ
ル
イ
小
」
と
書
き
交
え
た
り
、
随
求
陀
羅
尼
経
（
平
安
中
期
）
一
巻
の
裏
書
に
淳
祐

筆
で
「
狼
牙
、
和
名
馬
路
千
万
丁
小
支
、
笹
乱
之
薬
、
取
根
煎
飲
」
と
片
仮
名
の
和
訓
を
用
い
た
り
し
て
い
る
。
「
狼
牙
」
は
和
名
類
衆
抄
に
は
「
一

名
犬
牙
古
末
豆
那
岐
」
と
あ
り
、
当
時
の
古
辞
書
類
で
は
万
葉
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
片
仮
名
で
表
わ
す
と
こ
ろ

に
、
淳
祐
が
漢
文
の
訓
点
以
外
の
場
に
お
い
て
も
、
片
仮
名
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
し
め
る
。
し
か
も
、
山
外
の
書
陵
部
蔵
四
分
律
音
義

（7）

の
紙
背
に
抄
害
さ
れ
た
淳
祐
筆
の
聖
教
類
に
は
片
仮
名
交
り
文
が
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

平
安
後
期
に
降
っ
て
も
、
作
法
書
を
書
く
の
に
万
葉
仮
名
宣
命
体
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
聖
教
二
十
函
6
5
号
天
供
井
神
供
次
算
一
帖
は
平
安
後

期
の
書
写
で
、
そ
の
巻
末
に
同
筆
で
六
字
経
作
法
が
、
一
丁
半
に
わ
た
っ
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

六
字
経
作
法

先
吉
日
択
在
前
三
箇
日
清
浄
奉
仕
／



高
座
三
尺
作
五
色
糸
ヲ
懸
四
方
与
又
五
色
／
糸
主
人
清
衣
着
又
天
三
宝
供
主
備
／
又
卸
布
施
恭
上
又
左
右
十
二
神
乃
座
敷
／
天
五
石
乃
粥
井
幣

是
菜
物
井
香
油
／
幡
衣
笠
奉
高
坐
上
白
絹
布
敷
覆
／
其
下
主
人
居
与
自
前
去
帝
尺
御
坐
敷
天
／
供
く
如
上
即
坐
設
者
弓
箭
令
持
男
居
与
／
左
右

常
人
形
作
天
衣
着
逆
立
毎
坐
／
兇
令
射
彼
高
座
設
居
人
二
主
人
三
重
／
乃
表
紙
作
天
命
着
与
即
経
読
了
当
所
／
着
衣
一
単
令
脱
去
天
以
大
力
天
先

師
即
／
披
砕
天
射
天
人
形
二
係
讐
巻
諦
了
／
但
高
座
居
時
貰
右
膝
乃
下
。
人
形
輿
滝
）
／
人
置
充
坐
冗
員
。
呪
岨
為
ら
ム
人
性
名
／
書
置
不
可
令
兄

他
人
自
坐
下
即
主
人
／
別
居
時
完
与
然
而
主
人
乃
手
孟
色
乃
糸
ヲ
／
物
。
巻
天
命
持
天
彼
人
前
。
炭
ヲ
お
。
し
天
師
／
加
兇
小
麦
塩
麻
子
等
種
子

加
天
毎
兇
各
一
粒
／
盈
結
解
祀
物
看
取
集
天
彼
射
。
人
形
七
庭
神
前
／
一
処
焼
竿
嬰
埋
犬
二
不
可
甘
穣
耳
（
「
与
」
は
独
草
体
）

右
の
よ
う
に
、
万
葉
仮
名
が
主
で
あ
る
が
、
既
に
片
仮
名
や
平
仮
名
も
交
っ
て
い
る
の
が
注
目
せ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
平
安
後
期
に
な
る
と
、
片
仮
名
交
り
文
と
し
て
独
立
し
た
文
献
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
聖
教
二
六
函
都
号
大
威
徳
念
詞
次
竺

帖
は
承
暦
二
年
（
二
U
七
八
）
に
小
田
原
山
寺
西
室
で
本
文
が
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
奥
書
は
左
の
よ
う
に
あ
る
。

（
遊
抹
消
）

承
暦
二
年
撃
方
十
九
日
於
「
□
房
」
書
写
華

（
マ
マ
）

中
田
山
寺
西
窒
聖
和
房
御
本
也
／
求
法
僧
（
草
畳
之
本
也
　
（
別
筆
）
信
暁
之
本
也
／
（
草
冬

そ
の
巻
末
に
応
徳
元
年
（
二
U
八
四
）
の
夢
記
が
左
の
よ
う
に
片
仮
垂
交
り
文
で
追
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
追
撃
は
応
徳
元
年
頃
の
書
写
で
あ
る
。

（
読
点
・
返
点
は
私
に
施
す
）

応
徳
元
季
慧
月
上
旬
之
比
夢
想
、
僧
円
明
之
所
見
、
従
邑
尾
二
重
ナ
ル
ト
ヒ
空
二
進
フ
、
見
迄
ヲ
心
二
恩
ヒ
ロ
。
言
ク
、
年
来
所
義
持
－
ノ
大
仏

頂
ノ
八
万
四
千
ノ
金
剛
衆
、
此
ヲ
落
シ
給
斗
云
フ
、
干
迄
隻
別
堕
ヌ
、
汝
ハ
タ
ソ
ト
問
7
時
こ
、
答
云
、
我
ハ
是
レ
シ
ン
セ
イ
ナ
リ
ト
云
テ
ユ
ル
シ
給
ト
云

フ
時
こ
、
何
言
験
ニ
テ
ユ
ル
ス
へ
き
ソ
ト
イ
フ
こ
、
此
験
テ
ト
テ
ト
コ
ヲ
エ
サ
ス
ル
時
ニ
ユ
ル
シ
ツ
、
其
ノ
時
二
年
来
、
所
二
奉
持
－
ノ
ト
コ
件
ノ
ト
コ
両

ッ
ヲ
比
へ
テ
云
ク
、
コ
レ
カ
中
底
タ
ラ
ム
ト
コ
ハ
ウ
へ
ニ
ロ
レ
ト
イ
フ
こ
、
件
ト
コ
古
ト
コ
ノ
カ
タ
ハ
シ
T
T
ヲ
マ
ク
、
干
誌
件
ノ
新
き
ト
コ
ヲ
ハ

僧
慶
舜
ニ
ワ
タ
シ
ッ
ト
ミ
ル

其
時
ニ
ハ
僧
慶
舜
ハ
八
幡
宮
籠
。
、
然
二
本
房
ニ
シ
テ
見
二
此
事
こ
1

石
山
寺
蔵
の
片
仮
冬
父
り
文
の
諸
資
料
に
つ
い
て

九
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一
〇

打
開
集
に
通
ず
る
よ
う
な
、
片
仮
畳
旦
命
体
の
片
仮
垂
父
り
文
と
し
て
古
例
で
あ
る
。
し
か
も
夢
記
の
古
例
と
し
て
も
注
目
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二
、
院
政
期
の
片
仮
名
交
り
文

石
山
寺
に
お
け
る
平
安
中
期
後
半
か
ら
平
安
後
期
に
か
け
て
の
教
学
の
実
態
は
未
詳
の
点
が
多
い
。
現
存
資
料
も
他
期
よ
り
は
恵
ま
れ
な
い
。

そ
の
乏
し
い
資
料
の
中
か
ら
片
仮
名
父
り
文
に
関
す
る
資
料
を
拾
い
出
し
、
眺
め
た
の
が
前
節
の
内
容
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
院
政
期
に
降
る
と
、
片
仮
名
交
り
文
に
関
す
る
文
献
も
数
を
増
し
て
来
る
。
そ
れ
ら
は
本
稿
末
に
掲
げ
た
よ
う
な
も
．
の
で
、

院
政
期
書
写
本
と
し
て
は
四
十
二
点
を
数
え
る
。
校
倉
聖
教
三
十
合
に
収
め
ら
れ
た
も
の
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
か
ら
次
の
諸
点

が
判
明
す
る
。

「
片
仮
名
交
り
文
の
書
写
年
時
に
つ
い
て

院
政
期
の
文
献
で
書
写
年
時
を
明
記
し
て
い
る
も
の
は
十
九
点
で
あ
る
。
そ
の
最
も
古
い
も
の
も
は
天
承
元
年
二
二
こ
こ
で
あ
り
T
）
、

最
も
新
し
い
の
は
治
承
三
年
（
＝
七
九
）
で
あ
る
（
空
。
こ
れ
は
、
年
時
の
上
で
、
最
古
の
1
が
平
安
後
期
の
応
徳
元
年
頃
書
写
の
夢
記
に
続

き
、
最
新
の
1
9
が
鎌
倉
時
代
の
建
久
六
年
（
＝
九
五
）
の
4
3
に
連
続
す
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
間
に
年
時
上
の
甚
し
い
偏
り
が
認
め
ら
れ
な
い
か

ら
、
院
政
期
に
は
片
仮
名
父
り
文
が
全
期
を
通
じ
て
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
片
仮
名
交
り
文
の
文
献
に
同
一
内
容
を
持
ち
書
写
時
を
異
に
す
る
二
つ
の
文
献
が
幾
組
か
現
存
す
る

4
玲
祇
惣
行
法
私
記
と
2
0
玲
祇
惣
行
法
私
記
と
は
同
じ
内
容
の
文
献
で
あ
り
、
共
に
長
暦
四
年
（
一
〇
四
〇
）
奉
受
の
本
奥
書
を
持
つ
か
ら
親

木
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
そ
こ
に
共
に
巻
末
に
同
じ
片
仮
名
の
語
句
が
あ
る
。
但
し
4
に
は
久
安
二
年
経
雅
の
書
写
奥
書
が
あ
る
が
、

2
0
は
本
奥
の
み
で
書
写
奥
書
を
欠
い
て
い
る
。

9
諸
尊
法
と
1
8
諸
尊
法
と
も
同
じ
内
容
の
文
献
で
あ
り
、
共
に
巻
首
に
「
以
小
野
雨
僧
正
厚
隻
紙
書
写
耶
也
」
と
あ
り
、
親
木
を
同
じ
く
し
て

い
る
。
共
に
文
中
に
片
仮
名
の
和
歌
四
首
と
片
仮
名
の
詞
書
と
を
同
文
で
収
め
て
い
る
。
9
は
仁
平
元
年
（
二
五
一
）
書
写
、
旭
は
承
安
二
年



（
二
七
二
）
書
写
の
本
で
あ
る
。
但
し
本
文
に
9
は
墨
点
が
あ
る
が
1
8
は
無
点
で
あ
る
。

1
1
諸
等
略
と
3
9
諸
尊
略
と
も
同
じ
内
容
の
文
献
で
あ
る
。
1
1
は
仁
平
四
年
（
二
五
四
）
勧
修
寺
で
書
写
し
た
奥
書
が
あ
り
朗
澄
の
筆
で
あ
っ

て
、
本
文
は
片
仮
名
二
平
恢
窄
父
り
宣
命
体
を
含
ん
で
い
る
。
3
9
は
奥
書
が
な
く
、
朗
澄
以
外
の
筆
で
、
平
仮
名
は
用
い
ず
、
片
仮
名
父
り
宣
命

体
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
親
本
に
基
き
な
が
ら
、
恐
ら
く
3
9
が
平
仮
名
を
も
片
仮
名
に
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

2
3
無
障
金
剛
略
念
諦
次
第
と
2
4
無
障
金
剛
略
念
諦
次
第
と
も
同
じ
内
容
の
文
献
で
あ
る
。
共
に
承
和
六
年
真
然
の
本
奥
書
を
持
ち
、
更
に
「
此

文
両
帖
ハ
…
巳
上
写
本
日
記
也
」
の
片
仮
名
父
り
文
の
本
奥
書
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
三
宝
房
の
本
を
以
て
書
写
し
た
と
い
う
肥
後
巳
講
は
醍
醐

（8）

寺
の
聖
賢
の
弟
子
貞
実
で
あ
ろ
う
。
2
4
に
は
「
比
交
了
」
の
み
で
こ
の
本
の
書
写
者
を
示
さ
な
い
が
、
2
3
に
は
経
雅
の
梵
字
が
あ
り
経
雅
の
書
写

と
見
ら
れ
る
。

2
5
日
記
法
印
御
岳
と
姐
日
記
法
印
御
房
私
と
も
同
じ
内
容
の
文
献
で
あ
る
。
共
に
同
じ
七
仏
薬
師
御
修
法
日
記
を
片
仮
名
父
り
文
で
記
し
て
い
る
。

但
し
2
5
に
は
久
安
二
年
（
二
四
六
）
明
覚
の
本
奥
等
が
あ
る
が
牢
に
は
奥
書
を
欠
い
て
い
る
。

以
上
の
五
組
の
文
献
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
共
に
同
一
の
親
木
に
よ
っ
て
お
り
、
二
本
間
に
は
親
子
関
係
の
も
の
が
含
ま
れ
た
り
、
兄
弟
関

係
の
も
の
が
含
ま
れ
た
り
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
同
じ
内
容
の
片
仮
垂
父
り
文
・
片
仮
名
文
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
親
本
の
中
に
既

に
片
仮
垂
父
り
文
や
片
仮
名
文
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
伝
写
し
た
こ
と
を
知
ら
し
め
る
。
た
と
え
ば
9
と
1
8
諸
尊
法
の
和
歌
と
詞
書
は
勧

修
寺
の
雨
僧
正
仁
海
か
ら
出
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
1
1
と
3
9
諸
尊
略
も
勧
修
寺
で
書
写
し
た
も
の
と
患
わ
れ
る
。

三
、
片
仮
名
交
り
文
使
用
者
の
系
統
に
つ
い
て

院
政
期
の
片
仮
名
交
り
文
の
使
用
者
を
奥
書
や
識
語
か
ら
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

勧
修
寺
…
8
八
大
明
神
条
文
の
「
実
厳
得
業
本
」
と
あ
る
実
厳
は
勧
修
寺
大
僧
都
厳
覚
の
孫
弟
子
に
当
り
元
暦
二
年
（
二
八
四
）
に
五
十
五
歳

（9）

で
没
し
た
僧
と
す
れ
ば
こ
の
法
脈
と
な
る
。
9
1
8
諸
尊
法
に
は
「
以
小
野
雨
僧
正
厚
隻
紙
書
写
耶
也
」
と
あ
る
。
1
1
諸
等
略
に
は
「
於
勧
修
寺

書
写
了
」
と
あ
る
。
1
5
安
鎮
法
私
記
に
は
「
於
勧
修
寺
西
山
書
写
了
叡
信
」
と
あ
る
。
叡
信
は
勧
修
寺
法
務
寛
信
の
孫
弟
子
に
当
り
、
興
然
と

石
山
寺
蔵
の
片
仮
名
交
り
文
の
諸
資
料
に
つ
い
て
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一
二

共
に
念
範
を
師
と
し
て
い
る
。
又
3
2
摩
利
支
天
法
に
は
奥
書
は
な
い
が
本
文
末
尾
に
「
勧
修
寺
伝
也
」
と
あ
る
。
3
7
仁
王
経
法
も
巻
尾
に
寛
信

の
注
進
状
を
記
し
て
い
る
。

醍
醐
寺
…
2
3
2
4
無
障
金
剛
略
念
詞
次
第
の
本
奥
に
あ
る
三
宝
房
本
を
書
写
し
た
と
い
う
肥
後
巳
講
が
醍
醐
寺
の
聖
賢
の
弟
子
貞
実
と
見
ら
れ
る
こ

と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
1
4
息
災
護
摩
次
第
の
「
点
了
、
高
野
山
虚
空
蔵
令
悉
了
、
求
法
僧
宗
厳
本
」
と
あ
る
、
宗
厳
は
理
性
院
流
資
覚
の

孫
弟
子
に
当
る
。
尚
、
尾
題
下
の
「
延
命
院
」
は
石
山
内
供
淳
祐
の
弟
子
の
元
異
を
指
す
。

高
野
山
…
3
十
八
契
印
行
法
作
法
の
「
永
智
本
」
と
あ
る
永
智
は
高
野
山
の
基
舜
や
維
範
と
同
じ
法
脈
に
あ
る
。
1
2
歓
喜
天
供
明
師
口
伝
は
奥
書

に
「
於
金
剛
峯
寺
書
写
」
云
々
と
あ
る
。

石
山
寺
…
1
6
不
動
三
昧
門
要
抄
の
奥
書
に
「
於
石
山
寺
以
経
蔵
本
書
写
比
校
了
」
と
あ
る
。
1
7
大
勝
金
剛
法
の
奥
書
に
「
於
石
山
寺
書
之
」
と
あ

る
。
尚
、
別
筆
で
「
高
野
」
と
あ
る
。

光
明
山
…
4
玲
祇
惣
行
法
私
記
は
久
安
二
年
に
「
光
明
山
西
谷
」
で
経
雅
が
書
写
。
経
雅
は
勧
修
寺
流
の
興
然
と
同
学
で
中
川
の
実
範
を
師
と
し

て
い
る
。
光
明
山
は
大
和
に
あ
り
重
誉
（
保
延
頃
）
　
の
居
所
で
、
重
菅
は
実
範
の
弟
子
で
あ
る
が
、
4
の
本
奥
に
お
い
て
長
暦
四
年
に
「
於
小

野
御
房
最
密
奉
受
了
」
と
あ
り
、
真
言
宗
小
野
流
に
か
か
わ
り
勧
修
寺
関
係
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。

そ
の
他
…
5
焔
魔
天
供
に
鳥
羽
大
僧
正
御
房
と
あ
り
、
7
煩
盛
光
等
に
文
中
本
奥
に
唐
院
と
あ
っ
て
天
台
宗
三
井
寺
関
係
の
文
字
が
あ
る
が
前
者

は
久
安
四
年
の
奥
書
だ
け
が
片
仮
名
交
り
文
で
あ
り
、
後
者
は
天
安
二
年
（
八
五
八
）
　
の
港
頂
の
注
本
が
存
す
る
こ
と
の
記
事
で
あ
る
。
2
7
施

塔
滅
罪
陀
羅
尼
に
仁
和
寺
之
成
就
院
僧
正
の
名
が
出
る
が
、
そ
の
奥
書
が
片
仮
名
文
の
例
で
あ
る
。
3
1
薬
師
結
願
兇
作
法
に
は
、
表
紙
右
端

に
「
横
河
阿
閣
梨
薬
師
法
女
法
七
日
被
修
法
」
と
あ
り
叡
山
と
の
関
係
を
窺
わ
せ
る
が
、
筆
者
に
つ
い
て
は
「
勝
地
本
」
が
未
詳
で
あ
る
の
で
、

素
姓
を
知
り
得
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
石
山
寺
経
蔵
に
現
存
す
る
院
政
期
の
片
仮
垂
父
り
文
・
片
仮
名
文
の
使
用
者
は
、
勧
修
寺
・
醍
醐
寺
・
高
野
山
・
石
山
寺
な

ど
真
言
宗
小
野
流
の
も
の
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
石
山
寺
経
蔵
本
を
書
写
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
同
系
の
山
外
の
本
も
あ
り
、
片
仮
名
交



り
文
が
当
時
、
こ
の
よ
う
な
所
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
し
め
る
の
で
あ
る
。

四
、
片
仮
名
交
り
文
の
内
容

片
仮
名
父
り
文
で
表
わ
さ
れ
る
文
章
の
内
容
は
、
Ⅲ
夢
記
、
倒
日
記
、
佃
開
音
、
初
口
伝
、
㈲
注
記
、
㈲
作
法
・
次
第
、
∽
条
文
、
㈲
和
讃
、

㈱
消
息
、
㈹
奥
書
な
ど
他
種
に
わ
た
っ
て
い
る
。
又
、
㈹
片
仮
名
文
の
和
歌
や
詞
書
、
㈹
片
仮
名
の
語
句
も
あ
る
。
以
下
に
、
例
示
し
っ
つ
述
べ

る
こ
と
に
す
る
。

付
夢
記
平
安
後
期
の
応
徳
元
年
の
夢
記
に
つ
い
て
は
前
節
に
掲
げ
た
通
り
で
あ
る
。
院
政
期
の
片
仮
名
父
り
文
の
夢
記
の
文
献
は
見
出
し
て
い
な
い

が
、
平
仮
名
交
り
文
の
夢
記
（
天
永
四
年
＜
二
一
三
＞
写
）
が
あ
る
。

○
金
剛
界
略
次
第
（
聖
教
九
函
1
2
号
）
一
巻
　
延
久
三
年
写

（
本
文
奥
書
）
延
久
三
年
三
月
二
六
日
書
写
巳
了

（
浄
カ
）

（
別
竺
「
始
自
同
年
五
月
九
日
至
千
十
七
日
井
六
日
於
石
山
大
門
房
□
林
間
梨
御
房
習
学
了
」

（
本
文
末
尾
、
本
文
と
内
容
上
の
関
係
は
な
く
、
天
永
四
年
の
書
写
）

天
永
諸
相
聖
。
夜
於
高
野
嘉
／
房
見
、
造
酒
正
宗
兼
宏
披
講
耽
沙
鐸
講
衆
一
礪
読
耽
沙
門
経
云
、
／
大
吉
事
也
（
×
し
）

同
年
同
月
廿
七
日
夜
於
同
房
見
／
於
石
山
北
御
房
禅
師
殿
御
ロ
を
相
互
／
と
ら
□
て
／
す
ゐ
申
　
彼
殿
言
如
何
我
大
師
／
御
身
之
口
を
は
と
／
是
大

吉
也
／

同
年
五
月
十
九
日
於
同
房
見
、
石
山
／
大
御
堂
内
陣
正
面
西
間
台
上
米
を
／
つ
か
み
つ
ゝ
大
口
に
食
と
、
離
外
に
／
是
大
富
事
也

こ
れ
ら
が
、
鎌
倉
時
代
の
高
山
寺
の
明
恵
上
人
や
仁
真
上
人
等
の
夢
記
に
表
記
形
式
と
し
て
続
い
て
行
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
、
片
仮
名

交
り
文
の
夢
記
も
院
政
期
に
は
書
か
れ
た
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
潮
っ
て
平
安
後
期
の
万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）
の
夢
記
も
石
山
寺
経
蔵
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
雑
私
記
大
師
記
（
聖
教
二
三
函
3
6
号
）
一
帖
、
院
政
期
書
写
本
の
表
紙
見
返
に
本
文
と
同
筆
で
左
の
夢
記
が
あ
る
。

石
山
寺
蔵
の
片
仮
名
交
り
文
の
諸
資
料
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

万
寿
三
年
餌
二
月
十
二
日
夜
夢
／
得
丈
六
仏
左
手
見
其
色
赤
肉
／
身
二
尺
二
三
寸
許
極
和
内
外
屈
／
申
自
在
也
若
所
持
恥
a
r
i
（
梵
字
）
安
枕
若

／
其
実
鉢
欺

未
だ
片
仮
名
交
り
文
で
は
表
記
さ
れ
て
い
な
い
。

伺
日
記
2
5
日
記
法
印
卸
房
と
4
1
日
記
法
印
御
房
私
と
が
同
文
で
伝
わ
っ
て
い
る
。
「
久
安
二
年
三
月
廿
六
日
目
内
有
七
仏
薬
師
御
修
法
之
御
請
合
」
で
書
出

し
、
「
十
四
日
夕
方
（
略
）
ク
モ
リ
ヤ
ス
ミ
テ
ユ
ル
こ
ナ
レ
ハ
　
（
略
）
人
等
遅
参
シ
テ
空
帰
了
」
で
終
り
、
続
い
て
、
奥
書
が
、

書
本
日
記
了
／
久
安
二
年
四
月
十
六
日
随
見
及
如
／
片
所
私
注
也
壇
所
昔
同
写
了
穿
－
／
不
可
他
見
　
明
覚

と
あ
る
。
七
仏
薬
師
御
修
法
に
つ
い
て
の
明
覚
の
記
録
で
あ
っ
て
、
本
文
中
に
「
シ
ツ
ラ
へ
ト
明
覚
申
様
」
「
法
師
原
ハ
皆
法
勝
寺
ハ
ナ
ツ
ミ
也
」
「
井

撒
大
衆
五
人
ヲ
一
人
ッ
、
為
番
頭
」
「
其
時
ク
モ
リ
フ
タ
カ
テ
仝
不
知
」
の
よ
う
に
片
仮
名
父
り
文
で
記
さ
れ
る
。

青
蓮
院
御
房
両
人
護
庁
。
ソ
／
サ
シ
モ
オ
ホ
エ
ネ
ト
被
仰
同
尋
応
阿
閣
梨
被
申
候
シ
カ
他
事
ハ
別
難
不
候

も
そ
の
一
文
で
あ
り
、
会
話
を
含
ん
で
い
る
。

佃
開
音
3
4
諸
尊
等
開
音
事
が
片
仮
名
父
り
文
を
含
ん
で
い
る
。

糾
口
伝
1
2
歓
喜
天
供
明
師
口
伝
、
1
3
賢
聖
口
伝
が
片
仮
名
交
り
文
を
含
み
、
又
1
6
不
動
三
昧
門
要
抄
は
、
長
軍
冗
年
に
石
山
寺
経
蔵
本
を
書
写
し
た
も

の
で
、
巻
末
の
本
文
が
終
っ
た
後
に
、
左
の
片
仮
垂
父
り
文
の
口
伝
が
載
っ
て
い
る
。

（
七
十
四
オ
）

或
口
伝
云
若
病
人
若
元
病
人
ヲ
加
持
／
時
先
彼
心
蓮
花
台
上
蓋
始
本
有
ノ
花
蔵
界
ヲ
想
軍
ア
其
上
二
明
王
身
ヲ
／
観
置
ク
此
力
病
ハ
見
田
還
沙
天
明

冒
／
出
生
仇
彼
三
業
ノ
元
始
罪
障
ヲ
除
／
滅
ス
ト
念
テ
加
持
ヨ
心
蓮
台
本
有
ノ
／
心
受
茶
羅
ノ
上
囁
略
字
ヲ
想
置

（
七
十
四
ウ
）

即
変
テ
明
王
身
ト
成
テ
住
火
光
／
三
昧
此
火
光
彼
人
ノ
充
始
罪
障
ヲ
／
焚
焼
云
く
（
以
下
四
行
空
自
）



へ
七
十
五
オ
）

此
字
ヲ
名
ク
如
来
金
剛
性
卜
又
売
名
／
垢
大
苛
心
所
謂
此
ノ
阿
字
ハ
一
切
智
性
ナ
リ
此
ノ
性
冒
確
心
ハ
発
生
ス
ル
ナ
リ
此
ノ
阿
字
ヲ
／
則
一
切
如
来
平
等

種
子
ト
名
ク
仏
身
‡
／
密
生
芸
等
シ
ク
有
テ
遍
㍍
此
種
子
ヨ
リ
法
性
ノ
∞
賢
生
長
㍑
我
力
心
ノ
自
性
ノ
本
／
自
不
生
離
染
元
垢
一
㌢
等
ル
性
ヲ
阿

（

七

十

五

ウ

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

字
ト
名
ク
此
ノ
心
性
ヲ
実
ノ
如
ク
了
知
㌢
／
寒
心
ト
ハ
名
㍑
花
厳
経
－
一
ハ
自
性
清
浄
心
ト
説
ケ
リ
謂
ク
仏
二
有
㌣
功
徳
不
増
ラ
ス
／
凡
夫
二
有
当
性
徳
不

七

失
仏
地
論
ニ
ハ
／
清
浄
法
界
ト
云
ヘ
リ
謂
ク
元
始
ヨ
リ
性
徳
／
備
丹
バ
リ
一
切
有
情
二
遍
シ
テ
平
等
こ
有
り
／
是
レ
此
ノ
経
ノ
文
ハ
自
心
ノ
本
性
ヲ
説
ク
ナ
リ

（
七
十
六
オ
）

況
真
言
ノ
中
二
探
義
多
シ
鞭
ヤ
ス
ク
不
／
可
説
我
力
心
性
ノ
如
是
キ
有
ヲ
悟
り
窮
ッ
レ
ハ
／
阿
弥
陀
如
来
ト
成
ヌ
其
ノ
如
来
ハ
我
カ
／
心
中
こ
い
万
志
て
片
時

離
レ
給
マ
バ
ス
ト
イ
ヘ
リ
（
一
行
空
白
）
金
堂
玉
塔
高
サ
至
封
梵
天
こ
不
知
之

（
七
十
六
ウ
）

一
念
ノ
心
中
二
観
ル
心
性
ヲ
功
徳
エ
バ
　
（
以
下
空
白
）

㈲
注
記
3
0
耽
沙
門
供
次
第
に
は
欄
外
に
片
仮
名
交
り
文
の
注
記
が
あ
り
、
1
干
支
燈
注
記
は
本
奥
書
に
「
又
得
師
ロ
ノ
意
許
也
」
と
記
し
、
書
名
に
「
注
記
」

の
文
字
が
あ
る
文
献
で
、
「
私
案
之
胡
麻
人
ヲ
ハ
胡
麻
ノ
サ
ネ
ト
イ
フ
只
オ
コ
マ
ト
イ
フ
カ
以
此
可
為
相
応
物
也
」
等
の
片
仮
名
交
り
文
が
あ
る
。

㈲
作
法
・
次
第

最
も
多
く
の
文
献
が
あ
る
。
2
供
養
法
は
保
延
三
年
の
書
写
で
、
中
に
次
の
よ
う
な
片
仮
名
交
り
文
を
持
っ
て
い
る
。

神
仙
中
之
苛
之
大
将
ト
シ
テ
。
光
（
去
）
目
。
（
入
）
シ
諸
苛
－
ヲ
囁
ク
済
諸
群
生
】
ヲ
給
フ
云
、

漢
字
に
声
点
を
も
差
し
て
い
る
。
以
下
、
幾
つ
か
を
例
示
す
る
。

0
7
臓
盛
光
等
、
久
安
六
年
書
写

如
射
衆
星
光
云
者
光
ヲ
ハ
ナ
ッ
ト
可
読
カ
／
意
ハ
大
染
ノ
法
ノ
速
成
就
ス
ル
コ
ト
衆
／
星
ノ
光
ヲ
放
ッ
ヵ
如
シ
ト
云
力
射
ノ
字
ハ
／
ハ
ナ
ッ
ト
モ
ヨ
ム
カ
故
也

星
光
ヲ
ハ
イ
カ
ニ
イ
／
ル
へ
キ
ソ
是
一
義
也
／
次
ハ
イ
ル
可
読
力
　
意
ハ
愛
染
金
剛
ノ
／
三
光
ヲ
抄
ト
シ
テ
身
ハ
日
輪
二
処
シ
／
手
二
月
輪
ヲ
持
シ
弓
箭
ヲ

以
テ
衆
／
星
光
ヲ
射
イ
ル
ト
云
力
一
義

石
山
寺
蔵
の
片
仮
名
交
り
文
の
諸
資
料
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
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研
　
究

0
1
0
仏
限
愛
染
王
、
仁
平
三
年
書
写

但
印
ハ
小
指
ヲ
ス
コ
シ
ア
ケ
テ
如
限
形
セ
ヨ

ソ
ト
ハ
印
ノ
二
頭
ヲ
二
大
ノ
下
人
テ
二
大
キ
ヒ
シ
ク
カ
、
ム

0
1
5
安
鎮
法
私
記
、
長
寛
元
年
書
写
（
裏
書
に
あ
り
）

五
色
ノ
サ
イ
テ
ヲ
モ
テ
銭
こ
作
天
五
色
サ
イ
テ
ヲ
モ
テ
又
サ
ニ
ス
ル
ナ
リ
此
等
ヲ
糟
採
ト
云
也

0
1
7
大
勝
金
剛
法
、
嘉
応
元
年
書
写

此
五
仏
頂
鉢
コ
ソ
リ
テ
入
摂
一
切
仏
頂
輪
王
身
浅

0
1
9
歓
喜
天
、
治
承
三
年
書
写

歓
喜
天
秘
法
／
顕
盗
人
ヲ
法
者
弐
／
異
語
ヲ
失
法
ハ
彼
人
ノ
鬼
央
方
っ
水
ヲ
／
取
天
王
相
方
巧
上
二
和
シ
テ
其
姓
名
ヲ
／
彼
天
1
足
琴
壷
云
、
／
又
御
手

井
二
頬
二
軍
亨
随
則
一
所
二
書
也
此
中
ニ
ハ
足
頗
吉
云
、

又
究
寛
成
就
密
法
ハ
坐
ヲ
献
也
初
／
夜
ニ
ハ
羅
富
根
ヲ
ア
マ
タ
ス
チ
ナ
ラ
へ
テ
／
天
御
座
二
敷
吾
日
中
ニ
ハ
酒
ヲ
敷
也
／
乳
境
ナ
ト
ニ
ス
コ
シ
イ
レ

天
居
也
後
夜
ニ
ハ
五
／
色
糸
ヲ
0
ヮ
（
上
）
ケ
笠
平
滝
）
0
テ
（
上
）
敷
之

0
2
2
薬
師
法
、
院
政
期
書
写
、
巻
首
に
左
の
片
仮
名
交
り
文
が
あ
る
。

法
界
定
印
也
以
恵
上
匝
以
定
下
㌢
／
二
大
端
立
合
也
恵
手
ノ
頭
中
名
小
ノ
／
四
指
ヲ
頭
指
ヨ
リ
次
第
二
動
ス
次
定
／
手
ノ
頭
中
名
小
ノ
四
指
ヲ
次
第
二

動
ス
次
恵
／
手
ノ
四
指
ヲ
ウ
コ
カ
ス
如
此
四
指
ヲ
／
三
度
ウ
コ
カ
セ
ハ
十
二
二
十
八
也
／
番
隆
寺
伝
云
ミ

薬
師
印
法
界
定
印
也
恵
手
ヲ
／
上
ニ
ス
定
手
ヲ
下
ニ
ス
二
大
端
ヲ
合
立
也
／
二
大
合
シ
テ
動
ス
次
二
二
大
ヲ
端
ヲ
／
ハ
ナ
チ
テ
各
動
ス
サ
テ
頭
指
冒
小
指

－
ノ
イ
タ
ル
マ
テ
動
ス
巳
上
七
動
也
七
仏
／
薬
師
ニ
ア
タ
ル
　
広
沢
御
伝
一
㌣

0
3
7
仁
王
経
法
、
院
政
期
書
写

（
醍
醐
）

帝
大
古
流
ニ
ハ
近
来
如
此
云
、



ダ
イ
コ

上
番
廻
向
是
盲
　
余
時
二
上
番
伴
僧
中
二
廻
向
ス
ル
ナ
リ

0
3
8
抄
物
音
等
、
院
政
期
書
写

食
国
皇
命
云
、
望
甥
欝
款
ル

聞
条
文
8
八
大
明
神
祭
文
は
仁
平
元
年
書
写
で
、
巻
尾
に
左
の
よ
う
な
片
仮
垂
父
り
文
が
あ
る
。

供
物
支
度
／
竺
本
御
幣
ハ
長
二
尺
五
寸
串
大
テ
ハ
サ
ミ
ニ
シ
テ
ヒ
ト
ツ
折
枝
／
ノ
フ
タ
ノ
ヲ
棚
ノ
フ
チ
折
検
ニ
ユ
ヒ
ソ
へ
ヨ
（
下
略
〉

㈲
和
讃

4
2
維
摩
和
讃
一
巻
は
維
摩
経
の
本
文
か
ら
の
抜
書
の
後
に
次
の
和
讃
が
あ
る
。
（
全
文
）

維
摩
詰
苛
和
讃
八
塔
語
内

毒
羅
国
中
維
摩
塔
如
来
琴
1
在
シ
テ
／
維
「
長
者
ノ
病
ス
ル
問
訊
セ
ヨ
ト
ソ
宣
給
完
了
身
子
目
連
迦
葉
等
弥
勒
光
厳
持
世
等
／
多
ク
ノ
大
聖
悼
リ

テ
敢
テ
間
者
ソ
無
呈
／
文
殊
到
テ
問
シ
時
キ
病
ハ
本
来
ヨ
リ
所
有
元
／
衆
生
煩
悩
重
ケ
レ
ハ
其
ヲ
病
ム
也
ト
ソ
云
ヒ
シ
／
彼
室
方
丈
狭
ケ
レ
ト
八
万

四
千
由
旬
ノ
／
三
万
二
千
有
り
シ
床
ユ
カ
／
町
主
シ
ニ
余
有
り
／
阿
開
仏
化
ノ
＝
固
ハ
御
ノ
前
移
シ
得
ッ
／
番
横
仏
土
ノ
一
鉢
ハ
大
会
二
分
二
尽
モ
セ

ス
／
煩
悩
苛
是
同
シ
生
死
温
柴
不
具
ス
／
万
法
不
二
ト
知
人
ノ
解
脱
神
力
希
有
ナ
リ
ノ
浄
名
居
士
ノ
功
徳
ハ
劫
数
ハ
尽
ト
モ
難
知
シ
／
仮
竺
切

仏
於
天
数
億
劫
／
読
欺
其
功
徳
猶
尚
不
能
尽
／
頭
二
蓮
花
冠
リ
シ
身
ニ
ハ
赤
遥
如
ハ
キ
着
キ
／
手
ニ
ハ
日
払
執
り
持
テ
一
リ
ノ
天
女
従
カ
ヘ
リ
／

六
時
訳
文

㈲
消
息
3
2
摩
利
支
天
法
一
通
と
3
3
諸
等
法
「
巻
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
紙
背
に
仮
垂
父
り
の
消
息
が
あ
る
。
前
者
に
は
、

此
造
帝
書
写
了
返
献
／
之
又
被
求
出
侯
欺
然
者
可
／
給
也

（
も
）

夜
前
無
罷
成
て
只
今
こ
そ
鴫
な
と
ん
行
候
つ
れ
と
（
花
押
）

石
山
寺
蔵
の
片
仮
名
交
り
文
の
諸
資
料
に
つ
い
て

一
七
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の
よ
う
に
あ
り
、
後
者
に
は
左
の
よ
う
に
「
信
宝
上
」
　
の
署
名
が
あ
る
。

（
第
二
片
）
可
□
恐
憧
謹
言
／
今
度
一
定
布
施
分
／
奉
候
也
　
信
宝
上

（
第
五
片
）
追
申
／
教
時
義
令
借
給
テ
可
借
給
／
為
写
本
依
御
労
作
者
荒
益
侯
／
禅
札
之
旨
委
以
承
侯

的
奥
書

一
八

5
焔
魔
天
供
は
久
安
四
年
書
写
で
本
文
が
漢
文
（
朱
点
・
墨
点
を
施
す
）
で
あ
る
が
、
奥
書
が
左
の
よ
う
に
片
仮
名
交
り
文
で
あ
る
。

（
僧
）
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

久
安
四
年
九
月
之
九
日
之
未
時
評
於
二
申
下
酉
時
評
書
了
／
但
本
鉢
ハ
鳥
羽
大
増
正
之
御
房
和
也
／
近
来
ハ
桂
陽
房
之
阿
閣
梨
之
御
房
之
卸
本
也

／
　
比
丘
心
尊
申
下
シ
テ
之
書
了

6
北
斗
法
開
音
、
1
4
息
災
護
摩
次
第
、
2
3
2
4
無
障
金
剛
略
念
詞
次
第
、
2
7
施
塔
滅
罪
陀
羅
尼
も
奥
書
に
片
仮
名
交
り
文
を
用
い
て
い
る
。
（
本
稿

未
の
片
仮
名
交
り
文
所
用
文
献
一
覧
参
照
）

的
片
仮
名
文
の
和
歌
と
詞
書

9
諸
等
法
と
1
8
諸
尊
法
と
は
巻
首
に
「
以
小
野
雨
僧
正
厚
壁
紙
書
写
耶
也
」
と
あ
る
同
じ
内
容
の
本
で
あ
り
、
共
に
文
章
中
に
次
の
片
仮
名
の

和
歌
と
詞
書
と
を
載
せ
て
い
る
。

イ
テ
モ
コ
フ
マ
タ
イ
テ
モ
コ
ウ
イ
ト
フ
ナ
ヨ
カ
ツ
ラ
キ
ヤ
マ
ノ
ク
ル
く
モ
コ
フ

ワ
カ
オ
モ
フ
ヒ
ト
ヲ
ハ
ヒ
ト
ニ
オ
モ
ハ
セ
シ
オ
モ
ヒ
ツ
キ
ナ
ハ
ワ
ス
レ
モ
ソ
ス
ル

コ
レ
ハ
ワ
カ
オ
モ
フ
ヒ
ト
ヲ
ハ
コ
ト
ヒ
ト
ニ
パ
オ
モ
ハ
セ
シ
ト
ヨ
メ
ル
ナ
当

ア
フ
コ
ト
ハ
カ
タ
ハ
レ
ツ
キ
ノ
ク
モ
カ
ク
レ
オ
ホ
ロ
ケ
ニ
ヤ
ハ
ヒ
ト
ハ
コ
ヒ
シ
キ

コ
レ
ハ
カ
タ
ハ
レ
ツ
キ
ク
ニ
ホ
カ
　
（
1
8
は
カ
脱
）
ニ
ア
リ
マ
シ
テ
ク
モ
カ
ク
レ
ナ
ム
カ
タ
ハ
レ
ツ
キ
ハ
ミ
へ
ヌ
ナ
リ

ナ
カ
〈
ニ
ナ
ニ
ア
ヒ
ミ
ケ
ム
ア
カ
サ
リ
シ
ナ
ミ
ク
ニ
ケ
サ
ハ
ミ
モ
ウ
キ
ヌ
へ
シ

召
請
十
羅
印
左
右
地
水
火
風
直
立
左
右
／
空
指
去
堅
釆
去
見
目



尚
、
文
章
中
に
、
左
の
よ
う
な
片
仮
名
交
り
文
を
も
含
ん
で
い
る
（
1
8
に
は
振
仮
名
を
欠
く
）
。

ノ

　

バ

　

レ

オ

ム

ト

ナ

リ

　

　

　

ミ

ハ

　

レ

メ

　

　

テ

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

ル

シ

タ

カ

ハ

　

シ

ユ

ミ

　

サ

ル

　

ヲ

ム

三

　

カ

ハ

　

　

ト

タ

　

与

力

愛
染
王
箭
是
夫
　
也
・
弓
是
妻
也
以
箭
ツ
ル
／
ニ
カ
ケ
テ
コ
レ
ヲ
ヒ
ク
こ
不
随
嘉
弓
・
不
二
夫
　
随
ン
如
三
軍
奉
ユ
ミ
ノ
ツ
ル
カ
箭
ヲ
ツ

シ

ク
ニ
イ
カ
サ
ル
荒
箭
．

1
8
の
方
は
朗
盤
の
承
安
二
年
の
書
写
本
で
あ
る
。
尚
、
3
十
八
契
印
行
法
作
法
の
保
延
七
年
書
写
本
に
は
奥
裏
書
に
片
仮
名
の
和
歌
が
次
の
よ
う

に
あ
る
。

コ
レ
ヲ
ミ
ム
オ
リ
フ
シ
コ
ト
ニ
オ
モ
ヒ
イ
テ
ヨ
コ
ヒ
シ
カ
ラ
ス
ハ
こ
ク
カ
リ
キ
ト
モ

㈹
片
仮
名
の
語
句

4
と
2
0
と
の
稔
祇
惣
行
法
私
記
は
同
じ
内
容
で
あ
り
、
共
に
巻
末
に
左
の
片
仮
名
の
語
句
が
あ
る
。
4
は
久
安
二
年
書
写
本
で
あ
る
。

大
師
者
弘
法
師
説
者
入
唐
資
者
相
応
（
梵
字
略
）

ヵ
ノ
ト
ノ
ト
リ
ノ
ト
シ
／
「
外
題
云
玲
祇
惣
行
法
私
記
」
（
知
に
は
）

以
上
の
如
く
で
あ
っ
て
、
片
仮
垂
父
り
文
・
片
仮
名
文
が
、
石
山
寺
及
び
そ
の
周
辺
の
僧
侶
の
間
に
は
、
和
讃
や
和
歌
の
他
、
備
忘
的
な
夢
記
や

口
伝
だ
け
で
な
く
、
注
記
や
作
苧
次
第
に
も
多
く
用
い
ら
れ
、
更
に
は
相
手
の
あ
る
消
息
に
も
、
又
、
奥
書
の
類
に
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。三

、
鎌
倉
時
代
の
片
仮
名
交
り
文

鎌
倉
時
代
に
お
い
て
も
、
片
仮
多
父
り
文
は
院
政
期
の
あ
と
を
承
け
て
引
続
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
石
山
寺
経
蔵
の
性
格
、
即
ち

校
倉
聖
教
は
朗
軽
の
蒐
集
に
な
る
と
の
言
伝
え
の
通
り
平
安
時
代
書
写
本
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
石
山
寺
経
蔵
に
は
全
体
と
し
て
鎌
倉
時
代

写
本
が
少
い
こ
と
を
反
映
し
て
、
片
仮
多
父
り
文
も
鎌
倉
時
代
書
写
本
は
十
七
点
を
数
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
二
貫
は
本
稿
末
に
掲
げ
て
お
い

た
。

石
山
寺
蔵
の
片
仮
垂
父
り
文
の
諸
資
料
に
つ
い
て



鎌

倉

時

代

語

研

究

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

〇

鎌
倉
時
代
の
片
仮
垂
父
り
文
で
書
写
年
時
を
明
記
し
た
も
の
は
五
点
に
過
ぎ
な
い
が
、
建
久
六
年
（
＝
九
五
）
の
諸
尊
法
（
聖
か
ら
正
安
四

年
（
一
三
〇
二
）
の
尊
祐
本
諸
次
第
（
竺
ま
で
こ
の
時
代
の
初
期
か
ら
後
期
に
わ
た
り
、
年
時
明
記
の
な
い
も
の
も
同
様
で
あ
る
。

（10）

そ
の
使
用
者
は
、
石
山
寺
住
僧
か
石
山
寺
に
関
係
す
る
者
（
輿
望
聖
が
最
も
多
く
、
そ
の
中
、
朗
澄
（
空
は
∽
竹
林
抄
を
も
書
写
し
て
お

り
、
潮
っ
て
院
政
期
の
書
写
本
も
あ
っ
た
（
1
1
は
謂
）
。
4
3
諸
尊
法
も
、
静
与
（
誉
）
の
名
に
よ
る
と
、
4
と
同
様
に
「
光
明
山
」
の
名
が
見
え
る

が
、
勧
修
寺
関
係
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
明
遍
は
通
憲
入
道
の
子
で
高
野
の
僧
で
あ
る
。
4
6
加
持
温
病
口
伝
私
の
法
助
が
仁
和
寺
欝
十
世
の
開
田

准
后
と
す
れ
ば
広
沢
流
と
な
る
が
、
「
此
作
法
故
上
人
明
霊
抄
」
と
あ
る
、
明
恵
は
又
勒
修
寺
の
興
然
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
使
用

者
の
系
統
は
、
石
山
寺
・
醍
醐
寺
・
勧
修
寺
関
係
な
ど
真
言
宗
小
野
流
で
あ
り
、
院
政
期
の
片
仮
名
交
り
文
使
用
者
の
系
統
と
大
同
で
あ
る
。

そ
の
内
容
も
、
作
法
・
次
第
が
主
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
幾
つ
か
を
例
示
す
る
。

0
4
3
諸
尊
法
、
建
久
六
年
（
二
九
五
）
奉
受

先
ず
、
奥
書
が
「
僧
都
ノ
師
明
恵
也
明
恵
ノ
師
者
証
人
平
岩
静
与
欺
」
の
よ
う
に
片
仮
名
交
り
文
で
あ
る
。
本
文
も
左
の
よ
う
に
片
仮
名
交
り

文
を
含
ん
で
い
る
。

番
英
名
番
浄
衣
色
許
ヲ
注
進
シ
テ
余
事
ヲ
ハ
不
注
也

0
4
4
用
心
草
第
十
、
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
書
写

文
章
中
に
大
中
臣
条
文
を
引
用
す
る
が
、
左
の
よ
う
に
片
仮
重
且
命
体
で
あ
る
。
（
傍
訓
は
朱
仮
多

大
中
臣
条
文

タ

カ

マ

　

　

　

三

ム

ツ

　

　

　

　

ー

ト

　

ヤ

ヲ

ヨ

ロ

ツ

　

　

　

ァ

ッ

メ

　

　

ハ

カ

リ

　

　

ス

ヘ

ラ

　

　

ミ

コ

ト

高
天
ノ
原
二
神
留
坐
ス
皇
親
ト
神
海
岐
神
7
漏
美
和
命
ヲ
以
テ
八
百
万
ノ
神
連
ヲ
ハ
神
集
二
集
給
ヒ
神
議
二
議
給
テ
我
力
皇
御
孫
ノ
和
命
ヲ
ハ
／
豊
葦
原
ノ

ケ

　

　

　

ヨ

サ

マ

ツ

リ

カ

ク

　

　

　

　

7

ラ

　

　

　

ト

ハ

セ

　

　

　

　

　

　

ィ

ハ

ネ

コ

ノ

タ

チ

水
穂
ノ
国
ヲ
安
国
ト
平
ク
知
食
ト
／
事
依
差
せ
奉
キ
如
是
依
差
奉
シ
国
ノ
中
1
ノ
荒
振
ル
神
達
ヲ
ハ
神
間
二
間
給
ヒ
神
払
二
払
給
テ
／
事
問
シ
磐
根
木
辛

カ

キ

ハ

　

　

ア

メ

　

イ

ハ

ト

　

　

　

ヘ

　

　

チ

ワ

ケ

　

　

ニ

　

　

　

　

　

　

　

モ

草
ノ
垣
葉
ヲ
董
止
メ
テ
天
ノ
／
石
門
ヲ
押
開
テ
天
ノ
八
重
雲
ヲ
伊
豆
ノ
千
別
ニ
／
千
別
テ
天
降
り
依
善
事
キ
如
是
依
差
奉
シ
／
四
方
ノ
国
ノ
中
二
大
和
ト
日

マ

ツ

リ

毛

　

　

　

フ

ト

　

　

　

　

　

チ

キ

タ

カ

シ

リ

知

　

　

　

　

　

ミ

ツ

　

ミ

ヤ

ラ

シ

ト

ツ

カ

マ

ツ

リ

チ

高
見
ノ
国
ヲ
安
国
ト
／
定
メ
奉
テ
下
津
磐
根
二
官
柱
ヲ
大
赦
キ
立
テ
、
／
高
天
ノ
原
二
千
木
高
敷
我
力
学
和
義
ノ
御
命
ヲ
ハ
美
津
ノ
官
　
奉
仕
　
天
ノ

ツ

カ

へ

マ

ツ

リ

テ



マ

シ

フ

ト

　

　

ア

ヤ

マ

チ

テ

　

ク

サ

　

　

　

　

ツ

　

　

ア

御
除
ケ
／
日
御
陰
ト
隠
シ
彗
安
国
ト
平
ク
知
食
ス
国
ノ
／
中
二
成
出
ケ
ム
天
ノ
益
人
等
力
犯
シ
過
　
ム
／
種
ミ
ノ
罪
事
ヲ
ハ
天
罪
ト
ハ
畔
放
テ
溝
埋
ス
樋
／

ス
ク
シ
ケ

シ

キ

マ

キ

タ

シ

サ

シ

イ

ケ

ハ

キ

サ

カ

ハ

キ

シ

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ッ

　

ノ

苔

寺

　

ッ

　

　

　

ィ

キ

　

ハ

タ

タ

チ

　

シ

一

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

オ

モ

放
チ
頻
蒔
串
利
生
剥
逆
剥
尿
戸
許
／
く
太
く
久
ノ
罪
ヲ
ハ
天
罪
ト
詔
別
テ
国
罪
ト
ハ
／
生
ノ
膚
断
チ
死
ノ
膚
断
チ
白
人
胡
久
見
／
己
力
母
ヲ
犯
ル
罪
己
力
子

サ

カ

マ

キ

タ

ソ

ト

イ

本

至

　

　

ケ

モ

ノ

　

ハ

ブ

　

ワ

サ

ハ

ヒ

高

イ

カ

ム

　

　

　

㍗

タ

フ

…

モ

ノ

　

セ

ル

　

　

　

　

　

　

　

ィ

本

ヲ
犯
ル
罪
母
ト
与
子
犯
ル
／
罪
「
子
与
母
犯
ル
罪
」
畜
犯
罪
昆
虫
穴
／
天
津
神
空
間
津
鳥
穴
・
畜
臥
品
物
／
為
罪
・
許
く
太
久
罪
国
罪
詔
別
「
如

マ
シ
ワ
サ

莞

之

上

旬

借

名

ム

字

又

先

之

7

、

三

ト

　

　

　

　

　

　

‡

　

　

音

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

ラ

ハ

　

　

ス

カ

ソ

　

カ

リ

　

タ

　

　

　

　

　

サ

イ

　

　

　

ノ

ト

是
　
詔
　
別
」
天
津
宮
事
以
大
中
臣
7
天
津
金
木
木
打
断
末
打
断
千
／
倉
置
倉
置
足
天
津
菅
麻
本
苅
／
断
末
苅
断
八
針
取
辟
天
津
／
詔
事

フ

ト

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

ィ

ハ

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

チ

ワ

ケ

　

　

　

　

　

　

　

　

ィ

本

元

之

　

ノ

大
詔
事
以
詔
如
是
詔
／
天
津
神
天
石
門
押
開
天
八
重
雲
7
伊
豆
千
別
千
別
知
食
国
津
神
／
「
高
山
末
短
山
末
筆
坐
」
高
山
伊
／
恵
利
短
山
伊
恵

ワ

ケ

　

　

　

　

　

　

ィ

木

造

罪

ハ

　

　

　

　

シ

　

テ

　

　

へ

　

　

メ

ス

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ミ

音

　

　

　

　

　

サ

利
横
別
間
食
如
是
／
間
食
「
罪
云
罪
各
云
各
」
不
在
・
物
稜
／
申
清
申
事
科
戸
ノ
風
ノ
天
ノ
八
重
雲
ヲ
／
吹
掃
事
ノ
如
ク
朝
ノ
御
霧
タ
ノ
御
霧
ヲ
／
朝

ト

モ

　

　

ヘ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ォ

チ

カ

タ

シ

ケ

キ

　

　

　

ィ

　

ト

風
タ
ノ
風
ノ
吹
私
事
ノ
如
ク
大
津
ノ
辺
ニ
／
居
ル
大
船
ヲ
膣
解
放
テ
舶
解
放
テ
大
海
ノ
／
原
二
押
放
事
ノ
如
ク
彼
方
ヤ
繁
木
力
本
ヲ
／
焼
鎌
ノ
利
鎌
ヲ
以
テ
打

セ

ヲ

リ

ツ

ヒ

メ

ト

　

ス

掃
事
ノ
如
ク
聖
殿
欄
用
報
在
物
稜
申
清
申
事
高
山
ノ
末
／
短
山
ノ
末
冒
佐
久
奈
谷
。
落
チ
太
木
津
・
早
河
ノ
／
瀬
。
坐
ス
瀬
織
津
姫
申
神
・
大
海
ノ
原

ニ
／
持
出
テ
ム
如
是
持
出
テ
ハ
荒
塩
ノ
塩
ノ
八
等
／
塩
八
百
会
二
坐
ス
早
開
津
姫
ト
申
神
／
持
加
重
ム
如
是
持
加
毒
丁
ハ
「
現
寧
坐
ニ
／

モ

チ

イ

タ

シ

　

　

　

　

　

　

ャ

ヲ

チ

　

ヤ

ヲ

ヒ

　

ハ

‡

ツ

　

　

　

‡

伊
吹
戸
ノ
主
ト
申
神
・
根
ノ
国
ノ
撃
国
二
増
ま
イ
本
非
也
吹
放
テ
ム
／
如
是
伊
吹
放
テ
ハ
根
ノ
国
ノ
底
ノ
国
益
純
猛
耀
響
申
神
糧
棍
甥
輿

テ
ム
／
如
是
持
佐
須
艮
失
テ
ハ
罪
ト
云
罪
各
ト
云
7
各
ハ
不
在
物
下
校
申
シ
清
申
事
ソ
祓
戸
ノ
八
百
万
ノ
神
達
「
五
月
小
鹿
ノ
耳
振
立
」
／
間
食
ト
申
ス

台
記
別
記
所
載
の
中
臣
寿
詞
は
、
万
葉
仮
名
宣
命
体
で
あ
っ
て
表
記
が
異
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
文
章
の
内
容
に
も
大
差
が
あ
る
。

0
4
5
諸
尊
法
、
正
華
一
年
（
二
五
八
）
書
写

巻
尾
に
「
或
人
物
語
也
」
と
し
て
左
の
片
仮
名
交
り
文
が
あ
る
。

「
故
鳥
羽
院
御
悩
之
時
二
仁
和
寺
ノ
五
官
井
二
僧
綱
二
人
誰
人
ソ
ヤ
仰
テ
／
光
明
真
言
法
日
記
ヲ
令
尋
依
仰
注
申
雑
然
其
後
壷
タ
ル
仰
事
ナ
シ
／
後
日

又
玄
道
阿
閻
梨
件
ノ
法
令
憲
聖
故
三
密
房
手
跡
－
享
書
タ
ル
／
小
造
抵
一
帖
ヲ
進
覧
件
ノ
造
抵
二
八
種
ノ
法
ト
沌
脱
法
ノ
所
二
交
雫
ヲ
指
テ
進
上
ス
ト
ほ

院
御
覧
後
権
右
中
弁
雅
方
二
仰
云
日
釆
此
法
知
タ
ル
／
人
二
我
死
後
二
二
周
忌
之
行
セ
ム
ト
恩
テ
相
尋
ッ
レ
ト
モ
凡
不
叶
心
撃
／
此
習
タ
ル
極
テ
目
出
ク
ヲ

ホ
シ
メ
ス
我
知
タ
ル
様
故
醍
醐
三
宝
院
僧
正
／
勝
党
カ
ヲ
シ
へ
タ
ル
様
豊
壁
此
日
記
モ
在
ハ
速
三
周
忌
h
昌
l
 
a
（
原
本
梵
字
・
護
摩
）
可
／
任

石
山
寺
蔵
の
片
仮
名
交
り
文
の
諸
資
料
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≡
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二
二

也
ト
仰
事
ア
リ
テ
件
造
紙
ヲ
ハ
玄
運
二
健
二
雅
方
朝
給
ト
云
、
、
但
／
仁
和
寺
説
ト
別
二
相
違
タ
ル
事
モ
ナ
シ
但
印
許
ハ
相
違
タ
ル
也
予
三
密
／
房
御
共
1
一
車
後
－
1

居
テ
宇
治
入
道
殿
参
上
時
壷
内
こ
テ
件
御
□
／
】
は
光
明
真
言
儀
則
ハ
例
ノ
本
ノ
外
1
八
枚
許
有
ル
本
ア
リ
延
尋
僧
／
都
ノ
奉
習
小
野
僧
正
京
也
在
信

貴
ノ
経
蔵
一
転
／
巳
上
或
人
物
語
也

0
4
6
加
持
温
病
口
伝
私
、
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
書
写

表
紙
中
央
に
「
梅
尾
上
人
伝
明
恵
房
高
奔
」
と
あ
り
、
加
持
温
病
作
法
の
口
伝
を
片
仮
名
父
り
文
で
記
し
て
い
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

焼
自
芥
子
灰
事

白
芥
子
如
普
通

其
ノ
白
芥
子
ヲ
土
器
二
人
テ
火
二
居
テ
／
イ
レ
ハ
自
然
l
炭
ニ
ヤ
キ
ナ
サ
ル
、
ナ
リ
／
凡
自
芥
子
灰
井
水
等
入
分
斉
普
通
ノ
／
濫
水
ノ
様
1
感
相
違
云

、
ヽ

0
4
9
孔
雀
法
、
鎌
倉
初
期
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む
。
例
抄
出
。

中
中
巻
也
伴
僧
ハ
経
ノ
下
巻
ノ
終
ニ
ア
ル
兇
ヲ
ヨ
ム
如
常
／
或
人
云
孔
雀
ノ
尾
ノ
輪
ノ
中
二
観
ハ
半
月
一
ヲ
表
風
輪
ヲ
除
災
ノ
義
ナ
ル
へ
シ

作
印
－
ヲ
三
度
手
背
ヲ
打
ウ
ツ
口
伝
可
問
之

0
5
0
竹
林
抄
第
五
十
六
、
鎌
倉
初
期
写
、
朗
寵
筆
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む
。
例
を
左
に
掲
げ
る
。

一

テ

一

一

ク

ソ

メ

テ

ヨ

ヲ

　

　

ノ

ハ

　

ト

　

　

ニ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

師
伝
有
二
様
一
以
且
古
箭
六
（
上
）
H
ス
（
上
洩
）
・
ノ
（
上
）
形
作
香
赤
染
成
用
之
一
大
国
箭
石
箭
云
石
様
以
弓
一
射
之
也
且
古
ノ
行
方
宍
王
）
…
ス
（
嘉
）
ノ

様
慎
也
其
形
也

0
5
3
雑
抄
、
鎌
倉
初
期
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む
。
例
抄
出
。

請
雨
法
本
尊
貰
迦
三
尊
ヲ
盤
石
／
之
上
軍
丁
一
切
竜
ノ
宗
竜
書
テ
中
ハ
水
入
鍔
”
霊
獣
、
、

乳
木
桑
穀
カ
チ
梅
桜

乳
木
云
事
ハ
自
ケ
ウ
ヲ
云
也
是
又
ヌ
ル
テ
ノ
木
ノ
異
名
也
又
白
ウ
ル
シ
也



以
上
の
如
く
で
あ
っ
て
、
そ
の
片
仮
名
交
り
文
の
様
式
は
、
院
政
期
の
そ
れ
を
承
け
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

四
、
石
山
寺
蔵
の
片
仮
名
交
り
文
の
国
語
資
料
と
し
て
の
性
格

石
山
寺
蔵
の
片
仮
名
交
力
文
・
片
仮
名
文
に
見
ら
れ
る
国
語
の
事
象
に
つ
い
て
、
国
語
史
の
観
点
か
ら
幾
つ
か
を
取
り
上
げ
、
表
記
・
音
韻
・

文
法
・
位
相
語
及
び
中
世
語
に
つ
い
て
述
べ
る
。

H
表
記

Ⅲ
片
仮
名
交
り
文
と
片
仮
名
文
と
の
使
用
差

片
仮
名
交
り
文
は
、
夢
記
・
日
記
・
聞
書
・
口
伝
・
注
記
・
作
法
・
次
第
・
祭
文
・
和
讃
・
消
息
・
奥
書
な
ど
僧
侶
の
日
常
実
用
文
に
普
通
に

用
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
片
仮
名
文
は
、
9
1
8
諸
等
法
・
3
十
八
契
印
行
法
作
法
の
よ
う
に
、
和
歌
と
そ
の
詞
書
と
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
両

者
の
間
に
は
内
容
に
よ
っ
て
使
分
け
の
意
識
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
片
仮
名
文
に
は
漢
字
は
全
く
用
い
ず
、
片
仮
名
だ
け
を
専
用
し
て
い
る
。

切
片
仮
名
交
り
文
の
様
式

片
仮
名
交
り
文
は
、
漢
字
に
片
仮
名
を
交
え
る
形
式
で
あ
る
が
、
片
仮
名
は
テ
ニ
ヲ
ハ
　
（
助
詞
・
助
動
詞
・
形
式
語
・
語
尾
）
を
中
書
と
し
、
自

立
語
は
大
字
（
漢
字
と
同
大
）
と
す
る
方
式
が
諸
文
献
に
通
有
で
あ
る
。
但
し
自
立
語
に
直
接
に
附
く
テ
ニ
ヲ
ハ
は
中
書
と
せ
ず
大
字
で
あ
る
。

汝
ハ
タ
ソ
ト
問
フ
時
こ
、
答
之
、
我
ハ
是
レ
シ
ン
セ
イ
ナ
リ
ト
云
テ
（
応
徳
元
年
夢
記
）

射
ノ
字
ハ
ハ
ナ
ッ
ト
モ
ヨ
ム
カ
故
也
星
光
ヲ
ハ
イ
カ
ニ
イ
ル
へ
キ
ソ
（
7
億
盛
光
等
、
久
安
六
年
写
）

此
習
タ
ル
極
テ
目
出
ク
ヲ
ホ
シ
メ
ス
我
知
タ
ル
様
（
4
5
諸
尊
法
、
正
嘉
二
年
写
）

そ
の
自
立
語
は
片
仮
名
で
書
か
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
時
に
は
平
仮
名
で
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

彼
人
前
二
炭
ヲ
お
こ
し
天
（
天
供
井
神
供
次
第
、
平
安
後
期
写
）

其
ノ
如
来
ハ
我
力
心
中
こ
い
万
志
て
片
時
離
レ
給
マ
バ
ス
ト
イ
ヘ
リ
（
1
6
不
動
三
昧
門
要
抄
、
長
寛
元
年
写
）

石
山
寺
蔵
の
片
仮
名
交
り
文
の
諸
資
料
に
つ
い
て

二
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

拗
送
仮
名
の
方
式

漢
字
の
送
仮
名
は
、
原
則
と
し
て
最
終
音
節
の
一
字
を
送
る
方
式
が
窺
わ
れ
る
。
応
徳
元
年
の
夢
記
で
は
左
の
よ
う
で
あ
る
。

遊
フ
　
恩
ヒ
　
落
シ
　
云
フ
　
問
フ
　
比
へ
テ
　
新
き
　
籠
リ
　
言
ク
　
是
レ
　
何
ニ
ヲ
　
両
ッ
ヲ
　
然
二

他
の
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
片
仮
名
交
り
文
も
同
様
で
あ
る
。

置
ク
　
加
持
ヨ
　
名
ク
　
螢
ケ
ル
　
如
ク
　
説
ケ
リ
　
有
誓
．
不
増
ラ
ス
　
有
。
離
レ
　
観
ル
　
如
是
キ
　
多
シ

是
レ
　
謂
ク
　
悟
り
（
1
6
不
動
三
昧
門
要
抄
、
長
寛
元
年
写
）

下
夕
　
動
ス
　
（
2
2
業
師
法
、
院
政
期
写
）

但
し
、
連
用
形
に
テ
の
附
い
た
場
合
、
連
用
形
に
或
種
の
助
動
詞
が
付
い
た
場
合
な
ど
語
尾
を
送
ら
な
い
こ
と
は
、
同
期
の
片
仮
名
父
り
文
に
見

ら
れ
る
と
こ
ろ
と
同
様
で
あ
る
。
又
、
誤
読
を
避
け
る
要
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
必
ず
し
も
右
の
原
則
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

片
時
離
レ
姶
マ
バ
ス
ト
イ
ヘ
リ
　
取
ヤ
ス
ク
　
備
ナ
バ
リ
テ
（
1
6
不
動
三
昧
門
要
抄
、
長
寛
元
年
写
）

天
女
従
カ
ヘ
リ
（
4
2
維
摩
和
讃
、
院
政
期
写
）

囲
抄
物
音

次
の
よ
う
な
抄
物
音
の
例
が
あ
る
。

護
「
（
摩
）
　
着
（
圃
）
　
（
2
5
日
記
法
印
御
房
、
久
安
二
年
等
）

苛
（
菩
薩
）
　
（
2
供
養
法
、
保
延
三
年
写
）

苛
（
菩
提
）
心
（
1
6
不
動
三
昧
門
要
抄
、
長
寛
元
年
等
）

ク

イ

コ

太
古
流
（
醍
醐
）
　
是
古
（
醍
醐
）
（
3
7
仁
王
経
法
、
院
政
期
等
）

護
「
・
苛
・
苛
は
当
時
の
文
献
に
は
履
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
太
古
・
是
古
は
珍
し
い
。

0

音

韻



川
音
便
活
用
語
の
音
便
は
、
全
体
と
し
て
は
少
く
、
原
形
の
使
用
が
目
立
っ
て
い
る
。

焼
讐
天
供
井
神
供
次
算
、
平
安
後
期
等
）

備
ナ
バ
リ
テ
（
不
動
三
昧
門
要
抄
、
長
寛
元
年
写
）

五
仏
頂
鉢
コ
ソ
リ
テ
（
1
7
大
勝
金
剛
法
、
嘉
応
元
年
写
）

端
ヲ
ハ
ナ
チ
テ
（
2
2
薬
師
法
、
院
政
期
写
）

仰
事
ア
リ
テ
（
4
5
諸
尊
法
、
正
嘉
二
年
等
）

音
便
の
例
は
、
僅
か
に
「
共
時
ク
モ
リ
フ
タ
カ
テ
全
不
知
」
（
2
5
日
記
法
印
細
房
）
等
が
拾
わ
れ
る
程
度
で
あ
る
。

佃
ア
ク
セ
ン
ト
表
示

片
仮
名
交
り
文
の
中
に
は
、
圏
点
や
胡
麻
点
を
差
し
て
、
特
定
語
の
声
調
を
示
し
た
も
の
が
あ
る
。
左
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

ケ

法
性
ノ
。
。
芽
ハ
（
1
6
不
動
三
昧
門
要
抄
、
長
寛
元
年
等
）

。
光
目
。
シ
（
2
供
養
法
、
保
延
三
年
写
）

は
字
音
語
の
例
で
あ
る
が
、

五
色
糸
ヲ
0
ヮ
ヶ
㌘
テ
敷
之
（
1
9
歓
喜
天
、
l
治
承
三
年
等
）

箭
．
ハ
‥
ス
，
ノ
形
1
元
テ
　
・
ハ
＝
ス
ノ
様
（
5
0
竹
林
抄
第
五
十
六
、
鎌
倉
初
期
写
）

は
和
語
に
差
声
し
た
例
で
あ
る
。

臼
文
法
文
と
文
を
結
ぶ
接
続
詞
に
、
「
然
ニ
」
（
応
徳
元
年
夢
記
）
、
「
余
時
ニ
」
（
訂
仁
王
経
法
、
院
政
期
写
）
、
「
仇
う
」
（
亜
諸
等
法
、
正
嘉
二
年
写
）
、
「
錐
然
」

（
4
5
諸
尊
法
、
正
嘉
二
年
写
）
、
「
但
」
（
1
0
仏
限
愛
染
王
、
仁
平
三
年
写
）
、
「
又
」
（
1
6
不
動
三
昧
門
要
抄
、
長
寛
元
年
写
、
他
）
等
の
よ
う
に
漢
文
訓
読
語
に
係

石
山
寺
蔵
の
片
仮
名
交
り
文
の
諸
資
料
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

る
も
の
が
多
い
が
、
一
方
和
文
系
の
「
サ
テ
」
（
㌶
薬
師
法
、
院
政
期
写
）
も
あ
る
。
そ
の
他
に
「
ソ
ノ
ヤ
ウ
l
こ
と
肝
い
た
、

其
様
二
此
日
記
モ
在
ハ
速
二
一
周
忌
h
①
m
a
可
任
也
ト
仰
事
ア
リ
テ
（
4
5
諸
尊
法
、
正
嘉
二
年
写
）

（友）

は
会
話
文
に
あ
り
、
中
山
法
華
経
寺
蔵
本
三
教
指
帰
注
院
政
期
写
本
の
「
其
ノ
様
二
悪
人
ナ
レ
ト
モ
雷
共
ニ
マ
シ
バ
ン
ヌ
レ
ハ
善
人
ト
成
ル
」
（
±

丁
オ
4
）
と
共
に
吉
例
と
し
て
注
目
せ
ら
れ
る
。

絢
位
相
語

片
仮
垂
父
り
文
が
漢
文
訓
読
語
を
用
い
る
の
は
、
そ
の
使
用
者
や
成
立
基
盤
か
ら
考
え
て
も
当
然
で
あ
る
が
、
一
方
和
文
語
も
用
い
ら
れ
て
い

る
。汝
ハ
列
外
ト
問
フ
時
ニ
（
応
徳
元
年
夢
記
）

僧
綱
二
人
笥
刊
仰
テ
（
4
5
諸
等
法
、
正
嘉
元
年
写
）

両
人
護
「
剖
萌
シ
l
可
オ
ホ
エ
ネ
ト
被
仰
（
2
5
日
記
法
印
細
房
、
久
安
二
年
写
）

其
時
ク
モ
リ
オ
列
利
刊
仝
不
知
（
同
右
）

第
一
例
か
ら
第
三
例
ま
で
は
会
話
文
の
中
に
あ
る
。
算
四
例
の
「
フ
タ
ガ
ル
」
も
日
記
の
中
の
用
語
で
あ
る
。
こ
の
日
記
の
用
語
に
は
「
法
師
原

（11）

ハ
皆
法
勝
寺
ハ
ナ
ツ
ミ
浬
の
接
尾
語
バ
ラ
の
よ
う
な
当
時
の
口
語
的
な
も
の
も
見
ら
れ
る
。

㈲
中
世
語
法

所
謂
中
世
語
の
語
法
の
例
は
、
余
り
多
く
は
な
い
。
格
助
詞
デ
と
係
助
詞
ゾ
の
呼
応
の
乱
れ
と
が
拾
わ
れ
る
。

川
格
助
詞
デ

ユ
ル
シ
給
ト
云
7
時
こ
、
何
ニ
ヲ
験
ニ
テ
ユ
ル
ス
へ
き
ソ
ト
イ
フ
こ
、
此
験
テ
ー
ト
テ
ト
コ
ヲ
エ
サ
ス
ル
時
ニ
ユ
ル
シ
ツ
（
応
徳
元
年
夢
記
）

宗
竜
軍
ア
申
ハ
水
入
H
㌶
㍗
（
弱
雑
抄
、
鎌
倉
初
璧
）

第
二
例
の
「
験
テ
」
は
、
直
前
に
「
何
一
首
験
l
妄
」
と
あ
る
の
を
受
け
て
い
る
。
「
ニ
」
の
省
記
と
考
え
る
余
地
も
あ
る
が
、
夢
記
の
中
の
会
話
文
に



あ
り
、
当
時
の
口
頭
語
が
記
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
デ
の
例
と
す
れ
ば
応
徳
元
年
の
用
例
と
し
て
、
最
も
古
い
例
と
な
る
。
第
二
例
は

文
意
を
取
り
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
「
朽
縄
デ
」
と
す
れ
ば
こ
れ
も
例
に
加
わ
る
。

倒
係
助
詞
ゾ
の
呼
応
の
乱
れ

弥
勒
光
厳
持
世
等
多
ク
ノ
大
聖
憧
リ
テ
敢
テ
間
者
ソ
無
リ
判
（
4
2
維
摩
和
讃
、
院
政
期
写
）

「
キ
」
は
字
体
が
明
ら
か
に
キ
で
あ
っ
て
、
シ
で
は
な
い
。
和
讃
の
中
の
用
例
で
あ
る
が
、
係
姑
の
呼
応
の
乱
れ
た
例
と
し
て
注
目
せ
ら
れ
る
。

閃
そ
の
他

片
仮
名
の
語
句
を
記
し
た
4
と
2
0
と
の
執
祇
惣
行
法
私
記
（
4
は
久
安
二
年
写
）
の
中
に
「
カ
ノ
ト
ノ
ト
リ
ノ
ト
シ
」
と
あ
る
。
「
辛
酉
歳
」
の

意
で
あ
る
。
干
支
の
読
み
方
に
つ
い
て
、
エ
（
兄
）
　
に
対
す
る
ト
（
弟
）
　
に
は
「
ノ
」
を
添
え
る
の
が
古
用
で
あ
っ
て
、
類
例
は
他
に
も
存
す
る

が
、
石
山
寺
蔵
の
院
政
期
の
片
仮
名
使
用
文
献
の
中
に
も
そ
の
確
証
が
拾
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
石
山
寺
蔵
片
仮
名
交
り
文
所
用
文
献
一
覧

○
院
政
期
の
片
仮
名
交
り
文
・
片
仮
名
文

1
　
干
支
燈
注
記
（
聖
教
十
九
函
3
1
号
）
一
帖
　
天
承
元
年
（
二
三
一
）
書
写
、
本
奥
は
承
保
二
年
二
〇
七
五
）
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む

（
奥
書
）
書
本
云
承
保
二
年
三
月
七
日
吉
了
／
更
く
不
指
南
一
往
案
経
文
許
也
／
又
得
師
ロ
ノ
意
許
也
云
ミ
　
（
以
上
本
奥
書
）

天
承
元
季
三
月
四
日
賜
宣
陽
房
卸
本
書
了

2
　
供
養
法
（
聖
教
二
六
函
1
1
号
）
一
巻
　
保
延
三
年
（
二
三
七
）
書
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む

（
奥
書
）
保
延
三
年
四
月
十
六
日
於
申
時
許
書
写
了

3
　
十
八
契
印
行
法
作
法
（
聖
教
一
四
函
l
号
）
一
巻
　
保
延
七
年
二
一
四
一
）
書
写
、
奥
裏
書
に
片
仮
名
和
歌
あ
り

（
奥
書
）
保
延
七
年
五
月
廿
日
書
之
了
　
永
智
本
也
／
筆
者
長
基

石
山
寺
蔵
の
片
仮
名
交
り
文
の
諸
資
料
に
つ
い
て



40

1

鎌
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

玲
祇
惣
行
法
私
記
（
聖
教
十
二
函
誉
亘
一
帖
　
久
安
二
年
（
二
四
六
）
書
写
、
本
奥
は
長
暦
四
年
二
〇
四
〇
）
奉
受
、
巻
末
に
片
仮
名

の
語
句
あ
り
、
2
0
と
同
内
容
の
文
献

（
奥
書
）
本
奥
云
長
暦
四
年
三
月
二
日
於
小
野
御
房
最
密
／
奉
受
了
密
く
申
密
也
可
秘
蔵
之
云
、
（
以
上
本
奥
書
）

久
安
二
歳
二
月
晦
日
於
光
明
山
／
西
谷
書
写
了
　
沙
門
経
雅
之
本

場
魔
天
供
（
聖
教
二
六
函
誉
号
）
一
巻
　
久
安
四
年
（
二
四
八
）
書
写
、
奥
書
が
片
仮
名
交
り
文

（

僧

）

　

　

　

（

マ

こ

（
奥
書
）
久
安
四
年
九
月
之
九
日
之
未
時
許
於
二
申
下
酉
時
許
書
了
／
但
本
鉢
ハ
鳥
羽
大
増
正
之
御
房
和
也
／
近
来
ハ
桂
陽
房
之
阿
閣
梨
之
御

房
之
御
本
也
／
　
比
丘
心
尊
申
下
シ
テ
之
書
了

北
斗
法
聞
書
（
聖
教
二
五
函
撃
ち
）
一
通
（
切
紙
）
久
安
六
年
（
二
五
〇
）
書
写
、
奥
書
が
片
仮
垂
父
り
文
を
含
む

（
奥
書
）
久
安
ユ
ハ
年
正
月
三
日
依
一
院
御
修
法
／
祇
候
白
川
殿
之
問
依
所
望
為
付
申
少
祈
躊
参
拝
法
眼
／
御
房
壇
所
之
間
此
肯
様
ヲ
合
間
尋

給
天
命
昔
給
ヲ
以
天
／
申
請
天
等
了
／
　
同
年
七
月
四
　
宗
命

煩
盛
光
等
（
聖
教
一
五
面
魂
号
）
一
帖
　
久
安
六
年
（
二
五
〇
）
書
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む

（
算
六
丁
糊
代
部
）
久
安
六
－
九
月
十
七
日
吉

（
文
中
本
奥
書
）
天
安
二
年
（
八
五
八
）
二
月
十
五
日
於
内
裏
被
修
結
／
縁
莞
蓋
讃
選
評
廿
八
日
記
之

八
大
明
神
条
文
（
聖
教
二
二
函
2
号
）
一
巻
　
仁
平
元
年
二
一
五
〓
書
写
、
巻
尾
に
片
仮
名
父
り
文
あ
り
、
東
大
寺
関
係
書
、

（
奥
書
）
仁
平
元
年
四
月
五
日
以
実
厳
房
得
業
本
書
之

諸
尊
法
（
聖
教
二
三
函
良
号
）
＋
∵
帖
　
仁
平
元
年
（
＝
五
〓
書
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む
、
他
に
文
中
に
片
仮
名
の
和
歌
四
首
と
片
仮

名
文
の
詞
書
あ
り
、
巻
首
に
「
以
小
野
雨
僧
正
厚
壁
紙
書
写
耶
也
」
と
あ
る
。
1
8
と
同
内
容
の
文
献
。

（
算
一
丁
糊
代
部
）
仁
平
元
年
十
月
十
八
日
始
之
　
生
年
四
十
二

仏
限
愛
染
王
（
聖
教
二
六
函
撃
竺
一
帖
　
仁
平
三
年
（
二
五
三
）
書
写
、
片
仮
名
父
り
文
を
含
む
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（
糊
代
部
）
仁
平
三
年
十
一
月
廿
六
日
始
之
　
生
年
三
十
八

諸
尊
略
上
下
（
聖
教
二
三
函
1
号
）
　
二
巻
仁
平
四
年
（
＝
五
四
）
書
写
、
朗
澄
筆
、
片
仮
苧
平
仮
名
交
り
宣
命
体
を
含
む
、
3
9
と
同
内

容
の
文
献
（
但
し
3
9
に
は
平
仮
名
を
片
仮
名
に
改
め
、
平
仮
名
は
交
え
ず
）

（
奥
書
〓
巻
上
）
仁
平
四
年
三
月
二
日
於
勧
修
寺
書
写
了
生
年
廿
三

（
巻
下
）
仁
平
四
年
五
月
十
日
於
勧
修
寺
書
写
了
／
（
芸
）
「
同
日
〓
父
了
」

歓
喜
天
供
明
師
口
伝
（
聖
教
二
十
函
誉
ち
）
一
帖
　
仁
平
四
年
（
二
五
四
）
書
写
、
片
仮
名
父
り
文
を
含
む

（
奥
書
）
仁
平
四
年
五
月
十
六
日
於
金
剛
峯
寺
書
写
□
交
了

貿
聖
口
伝
（
聖
教
二
六
函
誓
言
一
帖
　
久
華
二
年
（
二
五
六
）
書
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む

（
奥
書
）
久
寿
三
年
二
月
十
三
日
吉
了

息
災
護
摩
次
第
壷
教
二
二
幽
防
暑
）
　
∵
帖
保
元
々
年
…
五
六
）
書
写
、
奥
書
が
片
仮
垂
父
り
文
、
本
文
は
訓
点
（
ヲ
コ
ト
点
が
東
大
寺

三
論
宗
点
）
加
点
、
尾
題
下
に
「
延
命
院
」
と
あ
り

（
奥
書
）
保
元
元
年
潤
九
月
廿
日
酉
時
書
始
テ
次
日
牛
時
書
写
了

（
朱
琶
「
点
了
諜
仙
語
譜
悉
了
」

安
鎮
法
私
記
（
聖
教
二
二
函
1
1
号
）
一
巻
　
長
寛
元
年
…
六
三
）
書
写
、
裏
書
に
片
仮
埜
父
り
文
、
本
文
は
訓
点
（
ヲ
コ
ト
点
が
東
大
寺
三

論
宗
点
）
加
点

（
奥
書
）
長
寛
元
年
美
未
四
月
廿
日
於
勧
修
寺
西
山
書
写
了
　
叡
信

不
動
三
昧
門
要
抄
（
聖
教
十
九
函
3
4
号
）
一
帖
　
長
寛
元
年
書
写
、
巻
末
の
本
文
の
終
っ
た
後
に
片
仮
名
交
り
文
の
口
伝
あ
り

（
奥
書
）
（
先
番
）
「
長
寛
元
年
五
月
十
九
日
於
石
山
寺
以
経
蔵
本
／
書
写
比
交
了
」

大
勝
金
剛
法
（
聖
教
一
九
画
聖
写
）
一
帖
嘉
応
元
年
（
二
六
九
）
書
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む
、
外
題
下
に
「
観
祐
本
と
あ
り
」

石
山
寺
蔵
の
片
仮
名
交
り
文
の
諸
資
料
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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（
奥
書
）
嘉
応
元
年
八
月
一
日
於
石
山
寺
書
之
／
（
別
讐
「
高
野
」

諸
尊
法
（
聖
教
二
三
函
誉
写
）
一
帖
　
承
安
二
年
（
二
七
二
）
書
写
、
朗
澄
筆
、
片
仮
名
父
り
文
を
含
む
、
こ
の
他
に
文
中
に
片
仮
名
の
和

歌
四
首
と
片
仮
名
文
の
詞
書
と
あ
り
、
巻
首
に
「
以
小
野
雨
僧
正
厚
壁
紙
書
写
耶
也
」
と
あ
り
、
9
と
同
内
容
の
文
献
で
あ
る
が
1
8
は
無

点
、
9
の
方
に
は
墨
点
を
加
点
す
。

（
奥
書
）
承
安
二
年
後
十
二
月
廿
一
日
於
石
山
寺
書
写
了

歓
喜
天
（
聖
教
二
〇
画
聖
亘
一
帖
　
治
承
三
年
（
二
七
九
）
書
写
、
片
仮
名
父
り
文
を
含
む

（
奥
書
）
治
承
三
季
二
月
七
日
書
写
了
／
一
交
了

○
院
政
期
書
写
で
あ
る
が
、
年
時
未
詳
の
も
の
、
函
番
号
順

02

1

2

2232

玲
祇
惣
行
法
私
記
（
聖
教
十
二
函
誉
ち
）
一
帖
　
院
政
期
書
写
、
本
奥
は
長
暦
四
年
奉
受
、
巻
末
に
片
仮
名
の
語
句
あ
り

（
奥
書
）
本
奥
／
長
暦
四
年
三
月
二
日
於
小
野
御
房
厳
密
奉
受
了
／
密
中
之
密
也
（
以
上
本
奥
書
）

金
剛
界
不
審
等
（
聖
教
十
三
函
警
写
）
一
通
（
竪
紙
）
　
院
政
期
書
写
、
片
仮
名
父
り
文
を
含
む

薬
師
法
（
聖
教
一
五
函
誉
王
一
帖
　
院
政
期
書
写
、
巻
首
に
片
仮
名
父
り
文
あ
り

（
奥
書
）
交
了

無
障
金
剛
略
念
詞
次
第
（
聖
教
一
五
函
誉
三
一
帖
　
院
政
期
書
写
、
奥
書
が
片
仮
垂
父
り
文

（
奥
書
）
承
和
六
年
二
月
十
三
日
於
座
禅
房
撰
之
　
沙
門
真
然
（
以
下
、
印
明
口
伝
ナ
ド
ア
リ
、
略
ス
）

此
文
両
帖
ハ
本
ハ
三
宝
院
在
御
経
蔵
／
也
　
故
一
三
房
以
五
部
肝
心
等
奉
大
僧
／
都
御
房

房
以
三
｛
房
之
本
肥
後
／
巳
講
書
写
之
其
本
書
写
之
一
㌣
巳
上
写
本
日
記
也
（
以
上
本
奥
書
）

答
又
大
僧
都
御
房
以
此
／
文
給
三
｛

／
h
勘
（
原
本
梵
字
）
之
／
交
了

42

無
障
金
剛
略
念
詞
次
第
（
聖
教
二
五
函
誉
ち
）
一
帖
　
院
政
期
書
写
、
奥
書
が
片
仮
名
交
り
文
、
2
3
と
同
内
容

（
奥
書
）
承
和
六
年
二
月
十
三
日
於
座
禅
房
撰
之
　
沙
門
真
然
（
以
下
、
印
明
口
伝
ナ
ド
ア
リ
、
略
ス
）
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此
文
両
帖
八
本
八
三
宝
院
在
徹
／
経
蔵
也
故
三
｛
房
以
五
部
肝
心
等
／
奉
大
僧
都
細
房
／
答
又
大
僧
都
勧
房
以
此
文
給
孟
／
房

以
三
房
之
本
肥
後
巳
講
書
写
之
／
其
本
書
写
之
ほ
（
以
上
本
奥
書
）
／
此
交
了

日
記
法
印
加
厨
（
聖
教
豆
函
警
号
）
一
帖
　
院
政
期
書
写
（
或
い
は
天
養
元
年
写
か
）
、
久
安
二
年
（
二
四
六
）
書
写
の
本
奥
書
あ
り
、
片
仮
名

交
り
文
に
し
て
七
仏
薬
師
御
修
法
日
記
な
り
、
4
1
と
同
内
容
の
文
献

（
奥
書
）
久
安
二
年
四
月
十
六
日
及
見
処
許
／
如
片
所
注
層
也
音
同
写
了
　
僧
明
覚
／
不
可
見
外
人
く

〔
　
×
天
暦
三
年
七
月
十
こ

天
養
元
年
十
一
月
廿
七
日
書
了
（
以
上
迄
が
本
奥
書
か
）

六
字
略
秘
法
（
聖
教
一
六
函
誉
写
）
一
帖
　
院
政
期
書
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む

施
塔
滅
罪
陀
羅
尼
（
聖
教
二
六
函
誉
写
）
一
帖
　
院
政
期
書
写
、
奥
書
が
片
仮
名
交
り
文

（
奥
書
）
巳
上
十
種
陀
羅
尼
仁
和
寺
之
成
／
就
院
僧
正
備
前
守
正
盛
力
塔
こ
奉
籠
ト
テ
所
被
送
書
也

愛
染
王
（
聖
教
一
九
函
1
5
0
号
）
一
通
　
院
政
期
書
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む

歓
喜
天
秘
語
（
聖
教
二
十
両
川
号
）
一
帖
　
院
政
期
書
写
、
片
仮
名
父
り
文
を
含
む

耽
沙
門
供
次
第
（
聖
教
二
十
函
聾
号
）
一
巻
　
院
政
期
書
写
、
欄
外
注
記
（
片
仮
垂
父
り
文
を
含
む
）
あ
り

薬
師
結
願
開
几
作
法
（
聖
墾
〓
画
聖
写
）
一
帖
　
院
政
期
書
写
、
片
仮
名
交
り
文

（
表
紙
右
端
）
横
河
阿
蘭
梨
薬
師
法
女
法
七
日
被
修
様

（
本
奥
書
）
書
本
云
以
勝
地
本
書
了

摩
利
支
天
法
（
聖
教
二
十
函
Ⅲ
号
）
　
二
通
（
竪
紙
）
　
院
政
期
書
写
、
紙
背
書
状
（
仮
名
交
り
文
を
含
む
）
あ
り
、
本
文
末
尾
に
「
勧
修
寺
伝
也
」

と
あ
り

諸
尊
法
（
聖
教
二
三
函
4
号
）
　
「
巻
　
院
政
期
書
写
、
朗
を
筆
（
本
紙
望
「
諸
尊
法
文
師
筆
」
）
、
紙
背
に
「
信
宝
」
の
消
息
（
片
仮
名
交
り
文
）

の
残
簡
あ
り

石
山
寺
蔵
の
片
仮
名
交
り
文
の
諸
資
料
に
つ
い
て
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鎌
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諸
尊
等
聞
吉
事
（
聖
教
二
四
函
嬰
芝
一
巻
　
院
政
期
書
写
、
片
仮
名
父
り
文
を
含
む

法
花
法
（
聖
教
二
六
函
誉
写
）
一
帖
　
院
政
期
書
写
、
片
仮
垂
父
り
文
を
含
む

諸
尊
道
場
観
（
聖
教
二
六
函
8
9
号
）
一
帖
　
院
政
期
書
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む

仁
王
経
法
（
聖
教
二
六
函
8
号
）
　
「
巻
院
政
期
書
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む
、
巻
尾
に
康
治
二
年
の
寛
信
の
注
進
状
を
誌
す

抄
物
音
等
（
聖
教
二
六
函
9
0
号
）
　
二
通
（
折
紙
）
　
院
政
期
書
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む

諸
尊
略
（
聖
教
二
六
函
9
7
号
）
一
通
（
折
紙
）
　
院
政
期
書
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む
、
1
1
と
同
内
容

抄
（
聖
教
二
九
函
3
7
号
）
一
帖
　
院
政
期
書
写
、
片
仮
多
父
り
文
を
含
む

日
記
法
印
細
房
私
（
聖
教
二
九
函
㌶
号
）
一
帖
院
政
期
書
写
、
片
仮
名
父
り
文
に
し
て
七
仏
薬
師
御
修
法
日
記
な
り
、
2
5
と
同
内
容

維
摩
和
讃
（
一
切
経
附
四
函
M
号
）
一
巻
院
政
期
書
写
、
維
摩
経
他
の
抜
書
に
し
て
そ
の
中
に
維
摩
和
讃
（
片
仮
名
交
り
文
）
を
含
む

○
鎌
倉
時
代
の
片
仮
名
交
り
文

3444

54

64

諸
尊
法
（
深
密
蔵
二
五
函
）
一
巻
　
建
久
六
年
（
＝
九
五
）
奉
受
、
片
仮
垂
父
り
文
を
含
む

明
逗

（
奥
書
）
建
久
六
年
三
月
十
五
日
於
光
明
山
奉
受
僧
都
御
房
7
7
僧
都
ノ
師
明
恵
也
明
恵
ノ
師
者
証
人
平
若
静
与
欺

用
心
等
第
十
（
聖
教
二
三
函
鍋
号
5
）
　
∵
階
建
永
二
年
＝
二
〇
七
）
書
写
、
文
中
に
大
中
臣
祭
文
（
片
仮
名
宣
命
体
）
を
引
用
す

（
罪
廿
七
奥
書
）
建
永
二
季
八
月
廿
四
五
日
以
菩
提
山
本
於
石
山
寺
／
東
院
住
房
二
都
廿
七
帖
書
写
畢
／
是
偏
為
令
法
久
住
也
／
以
此
勝
業

力
　
往
生
安
楽
国
／
権
律
師
朗
ぎ
（
梵
字
）
之
本
也
生
季
七
十
六

諸
等
法
（
深
密
蔵
二
五
函
）
　
「
巻
正
嘉
二
年
（
三
五
八
）
書
写
、
巻
尾
に
「
成
人
物
語
也
」
（
片
仮
垂
父
り
文
）
あ
り

（
豊
）
正
嘉
二
年
七
月
日
以
石
山
寺
律
師
御
房
雷
撃
之
本
／
葦
了
同
九
月
十
二
日
奉
伝
受
加
賀
阿
閣
梨
細
房
詭
／
金
剛
仏
子
淳
憲
講

加
持
温
病
口
伝
私
（
聖
教
二
二
画
が
号
）
　
二
過
（
折
紙
）
正
元
元
年
（
三
五
九
）
葦
、
片
仮
垂
交
り
文
、
外
題
「
梅
尾
上
人
伝
明
恵
l
藁
」
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53545556575
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と
あ
り
（
奥
書
）
正
元
く
年
五
月
二
日
対
明
心
房
伝
受
了
／
此
作
法
故
上
人
明
恵
房
抄
云
く
可
細
見
木
次
罪
／
奥
記
央
沙
門
法
助

等
祐
本
諸
次
第
（
聖
教
一
九
函
響
写
）
別
尊
可
習
事
（
1
）
一
帖
（
十
帖
の
う
ち
）
　
正
安
四
年
（
二
二
〇
二
）
書
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む

（
奥
琶
（
本
塁
略
）
正
安
四
番
十
月
十
三
日
於
石
山
寺
／
奥
院
座
主
房
令
書
写
了
／
金
剛
弟
子
定
倣

濯
頂
文
具
記
（
聖
教
八
函
5
号
）
一
巻
　
鎌
倉
初
期
写
、
片
仮
名
交
り
文

孔
雀
法
（
聖
墾
二
ハ
函
誉
写
）
一
巻
　
鎌
倉
初
期
写
、
片
仮
名
父
り
文
を
含
む

竹
林
抄
第
五
十
六
（
聖
教
二
七
函
誉
三
一
巻
　
鎌
倉
初
期
写
、
朗
寵
筆
、
片
仮
名
父
り
文
を
含
む

悉
曇
要
訣
第
三
（
聖
教
二
八
函
1
3
号
）
一
帖
　
鎌
倉
初
期
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む

胎
蔵
私
記
緯
流
（
聖
教
附
函
誉
写
）
　
義
一
鎌
倉
初
期
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む

雑
抄
（
聖
教
二
三
函
誉
写
）
一
帖
　
鎌
倉
初
期
写
、
片
仮
垂
父
り
文
を
含
む

普
資
菩
薩
法
（
聖
教
十
八
函
7
号
）
一
巻
　
鎌
倉
中
期
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む

諸
経
法
（
聖
教
二
五
函
2
0
号
）
一
巻
　
鎌
倉
中
期
写
、
片
仮
名
交
り
文

人
我
々
入
秘
観
私
（
聖
教
二
五
函
嬰
亘
一
帖
　
録
倉
中
期
写
、
片
仮
名
父
り
文
を
含
む

（
奥
書
）
以
宏
師
自
筆
本
写
之

愛
染
法
（
原
題
梵
字
）
　
（
聖
教
二
六
函
翌
苫
一
帖
　
鎌
倉
中
期
写
、
片
仮
名
父
り
文
を
含
む

五
大
尊
法
口
伝
（
聖
教
二
四
函
4
号
）
一
巻
　
鎌
倉
後
期
写
、
片
仮
名
父
り
文
を
含
む

口
伝
雑
集
（
聖
教
二
五
函
撃
ち
）
一
冊
　
鎌
倉
後
期
写
（
断
簡
三
業
）
、
片
仮
垂
父
り
文

石
山
寺
蔵
の
片
仮
名
交
り
文
の
諸
資
料
に
つ
い
て
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注（
1
）
　
春
日
政
治
「
片
仮
名
交
り
文
の
起
源
に
つ
い
て
」
（
文
学
研
究
第
二
韓
、
昭
和
七
年
三
月
。
『
古
訓
点
の
研
究
』
再
収
）
。

同
『
課
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
∵
九
片
仮
名
交
り
文
、
（
昭
和
十
七
年
十
二
月
）
。

（
2
）
　
石
山
寺
一
切
経
と
薫
聖
教
と
重
書
類
に
つ
い
て
は
、
『
石
山
寺
の
研
究
〓
切
経
領
』
（
石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
編
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
）
に
そ
の
仝
目

録
を
収
め
た
。

（
3
）
　
校
倉
の
聖
教
三
十
合
に
つ
い
て
は
、
『
石
山
寺
の
研
究
校
倉
聖
教
篇
』
（
石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
編
、
昭
和
五
十
六
年
二
月
）
　
に
そ
の
仝
目
録
を
収
め

た
。

（
4
）
　
拙
稿
「
石
山
寺
蔵
の
平
安
中
期
古
点
本
と
そ
の
訓
読
語
に
つ
い
て
」
（
『
石
山
寺
の
研
究
校
倉
聖
教
篇
』
昭
和
五
十
六
年
二
月
）
。

（
5
）
　
拙
稿
「
諾
求
聞
持
法
応
和
角
筆
点
」
（
『
大
坪
併
給
教
授
退
官
記
念
「
国
語
史
論
集
」
』
昭
和
五
十
二
年
五
月
）
。

（
6
）
　
拙
稿
「
謡
沙
弥
十
戒
威
儀
経
平
安
中
期
角
筆
点
」
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第
三
十
五
巻
、
昭
和
五
十
二
年
二
月
）
。

（
7
）
　
築
島
裕
「
四
分
律
音
義
解
題
」
（
『
古
辞
書
音
義
集
成
夢
二
巻
、
四
分
律
音
義
』
昭
和
五
十
四
年
一
月
）
。

（
8
）
　
醍
醐
寺
蔵
本
伝
法
濯
頂
師
資
相
承
血
脈
（
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
紀
要
第
二
号
所
収
、
築
島
裕
博
士
）
に
よ
る
。
以
下
の
血
脈
は
こ
れ
に
依
る
。

（
9
）
　
注
（
8
）
文
献
に
同
じ
。

（
空
　
注
4
7
の
定
倣
は
注
（
8
）
文
献
に
よ
る
と
、
醍
醐
三
宝
院
道
順
の
孫
弟
子
で
あ
る
が
、
奥
書
に
「
於
石
山
寺
奥
院
座
主
房
令
書
写
了
」
と
あ
り
、
4
5
が
「
以

石
山
寺
律
師
御
房
御
自
筆
之
本
書
写
了
」
と
あ
る
の
と
共
に
、
石
山
寺
に
関
係
が
あ
る
。
4
5
の
加
賀
阿
闇
梨
も
醍
醐
三
宝
院
の
成
賓
の
付
法
た
る
浄
真
の
孫

弟
子
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
山
田
孝
雄
『
平
家
物
語
の
語
法
』
。

〔
附
記
〕
　
本
稿
の
資
料
調
査
に
つ
い
て
は
、
石
山
寺
の
鷲
尾
隆
輝
祝
下
、
並
び
に
石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
の
佐
和
隆
研
団
長
を
は
じ
め
、
調
査
団
員
の
田
中

稔
氏
、
築
島
裕
氏
他
の
方
々
の
御
世
話
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
厚
く
細
孔
申
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。




